
札樽地域 におけ る遺 跡の分布状況(文 化財保護委員会 ・全 国遺跡地図 よ り転載)

財
の
保

護

に

つ
い
て

大

場

利

夫

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

現
在
、
土
中
深
く

埋
没
し
て

い
る
、

い
わ
ゆ
る

埋
蔵
文

化
財
と
は
、

わ
れ
わ
れ

の
祖
先

の
人
達
が

古
く

か
ら

こ
の
地
に
住
ん
で
生
活
し
、
そ

の
中

で

残
し
た
生
活

の
跡
で
、
い
わ
ば
人
間

の
過

去
の
記

念
物

で
あ
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
ら
れ
た

か

け
が
え

の
な

い
文
化
的
遺
産

と
い
え
る
。

も
と
も
と
歴
史
と
文
化
は
、
忽
然
と
発
生
し
成

立
し
た

も
の
で
は
な
く
、
古

い
祖
先

か
ら
の
蓄
積

に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

こ
と
に
文
字

を
使
用
す

る
以
前
の
歴
史
、
な
ら
び

に
文

化
の
解
明

は
、
埋
没
し
て

い
る
遺
跡

の
学
術

的
な
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、
た
だ
し
く
理
解
す
る

こ
と
以
外

に
は
な

い
。

埋
蔵
文
化
財
は

一
た
ん
破
壊
さ
れ
る
と
、
再

び

復

元
す

る
こ
と

の
で
き
な

い
性
質

の

も

の

で

あ

る
。
し
た
が

っ
て
今
日
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
遺

跡

は
、
学
術
資
料
と
し
て
学
問

の
活
用
か
ら
離
れ

て
破
壊
さ
れ
、
そ
し

て
失
わ
れ
て
い
く

こ
と
は
、

研
究
者

の
み

の
損
失

に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ

一
同
の
損
失
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

こ
こ
に
埋
蔵
文
化
財
、
す
な
わ
ち
遺
跡

の
も

つ
意

義
と
そ
の
価
値
と
を
わ
れ
わ
れ
は
よ
く
認
識
し
、

そ
し
て
正
し
く
活
用
し
、
さ
ら
に

こ
れ
を
保
護
し

て
後
世
に
伝
え
る
義
務
が
あ
ろ
う
。

昭
和

二
十
五
年
五
月
三
十
日
、
法
律
第

二

一
四

号
で

「
文
化
財
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、

こ

の
法
令

は
関
係
者
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な

い
の
で
、

こ
こ
に
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
本
法

は
第

七
章
な
ら
び
に
附
則
を

ふ
く

め
て
百
三
十
条

の
規
約

で
、
綜

則
第

一
章
第

一
条

に
は

「
こ
の
法
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律

は
文
化
財
を
保
存
し
、
且

つ
、
そ

の
活
用
を
図

り
、
も

っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上

に
資
す
る
と
と

も

に
、
世
界
文

化
の
進
歩

に
貢
献
す
る

こ
と
を
目

的
と
す
る
L
と
記
さ

れ
、
第

二
条

に
は
文

化
財

の

定
義
と
し
て
、

一
、
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
そ

の
他

の

「
有

形
文
化
財
」
。

二
、
演
劇
、
音
楽
、

工
芸
技
術
、
そ
の
他

の

「
無
形
文
化
財
」
。

三
、

衣
食
住
、
生
業

、
信
仰
、
年
中
行
事
等

に
関
す
る

風
俗
習
慣
お
よ
び
こ
れ
に
用

い
ら
れ
る
衣
服
、
器

具
、
家
屋
、
そ
の
他

の

「
民
俗
資
料
」
。

四
、
貝

つ

か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
、
そ
の
他

・
の
遺
跡
で
、
わ
が
国

に
と

っ
て
歴
史
上

ま
た
は
学

術
上
価
値

の
高

い
も

の
、
庭
園
、
橋
り

ょ
う
、
峡

谷

、
海
浜
、
山
岳

、
そ

の
他

の
名
勝
地
な
ら
び
に

動
物
、
植
物

お
よ
び
地
質
鉱
物

で
、
わ
が
国
に
と

っ
て
学
術
上
価
値

の
高

い
、

い
わ
ゆ

る
「
記
念
物
」

と

、
文
化
財
の
種
目
が
区
分
さ
れ

て
い
る
。

な
お
貝
つ
か
、
古
墳
な
ど
考
古
資
料
を
包
蔵
す

る
土
地
を
発

掘
し
て
埋
蔵
物

で
あ
る
文

化
財

(
埋

蔵
文
化
財
)
に

つ
い
て
調
査
を
し
よ
う
と
す

る
場

合

の
た
め
に
は
、
第
四
章
第

五
十
七
条
か
ら

六
十

八
条
ま
で
の
項
目

に
お
い
て
、
遺

跡
、
遺
物

の
保

護
な
ら
び
に
と
り
扱

い
に
つ
い
て

の
細
目
が
定
め

ら

れ
て

い
る
。

最
近
宅
地
な
ら
び
に
工
場
用
地

の
造
成
、
道
路

建
設
、
農
地
の
改
善
な
ど
、
土
地

の
開

発
が
全
国

的

に
急
速

に
進
み
、
こ
れ

に
よ

っ
て
意

識
的

、
あ

る

い
は
無
意

識
的
に
埋
蔵
文
化
財
が
急
激

に
破
壊

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
工
事
に
伴

っ
て
遺
跡
が

発
見
さ
れ
た
場
合

に
は
、
や
む
を
え

ぬ
処
置
と
し

て

「
緊
急
発
掘
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
緊
急
発

掘
は
必
ず

し
も
文
化
財
保
護

の
本
旨
に
そ

っ
た
方

法

で
は
な

い
の
で
、
功
罪
半
ば
す
る
が

こ
れ
に
よ

っ
て
従
来
ま

っ
た
く

予
想
も

つ
か
な

か

っ
た
遺
跡

や
遺
物
が
、

つ
ぎ

つ
ぎ
と
発
見

さ
れ
て
い
る

こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

開
発

の
盛
ん
な
現
状

に
対
処
し
て
、
埋
蔵
文
化

財
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
文

化
財
保
護
担
当
者

の
増
員
と
、
そ
の
知
識

の
普
及
が
必
要

で
あ
る

こ

と

は
い
う
ま

で
も
な

い
。
担
当
者

は
常

に
基
本
的

な
対
策

と
し

て
、
第

一
に
は
埋
蔵
文
化
財
を
包

蔵

す
る
土
地
が

、
ど

こ
に
ど
れ
だ
け
存
在
し

て
い
る

か
を
調
査
し

、
広
く

一
般

に
認
識

さ
せ
、
そ

の
保

護

に

一
般

の
人

び
と
が
協
力
し
て
く

れ
る
よ
う
努

力
す
る

こ
と
。
第

二
に
は

こ
れ
ら
の
文
化
財

の
う

ち
で
、
特

に
重
要
な
も

の
は
、
文
化
財
保
護
法
や

地
方
公
共
団
体

の
条
例
を
活
用
し
て
、
破
壊
前
に

指
定
保
護
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
な

お
土
中
に
埋
没
し
て

い
て
、
未
確

認
の
遺
跡
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
も
、
常
に
考
慮

に
入
れ
て
お
く

こ
と
も
肝
要

で
あ
ろ
う
。

札
樽
地
域
に
お
け
る
遺
跡
分
布
の
現
況

①

札
幌
市
お
よ
び
そ
の
周
辺

札
幌
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

は
海

、
河
川

に

依
存
し
た
漁

携
、
あ

る
い
は
狩
猟
な
ど

の
採
集
経

済
を
主
と
し
た
段
階

の
先
住
民
族

の
生
活
条
件

に

は
、
地
理
的
に
見

て
も
必
ず

し
も
好
適

の
地
で
は

な
か

っ
た
た
め
か
、
遺
跡

の
数

は
比
較
的
す
く
な

い
。

こ
と
に
現
在

、
札
幌
市
の
中
心
部
を
な
し
て

い
る
地
域
は
低

地
帯

で
、

ア
イ

ヌ
語

で
は

サ
ッ

・

ポ

ロ
・
ペ
ツ

(乾

い
た
大
き
な
川
)
と

い
わ
れ
て

い
た
と

こ
ろ
で
、
昔
時
は
好
ん
で
人
間
が
住
め
る

よ
う
な
状
態
に
は
な

か

っ
た

こ
と
を

示

し

て

い

る
。
し
か
し
現
在
の
中
心
部
の
西
北

に
当
り
、
低

位
段
丘
を
な
し

て
い
る
発
寒
川
流
域
地
帯
な
ら
び

に
北
部
の
丘
珠
と
、
創
成
川
に
沿

っ
た
低
位
段

丘

地
帯
お
よ
び
円
山
北
町
-

円
山
公
園
と
藻
岩
山
麓

地
帯

、
市

の
中
心
部

の
南
部
か
ら
東
部

に
か
け
た

平
岸

、
真
駒
内
、
月
寒
i

西
岡
を
結
ぶ
丘
陵
地
帯

で
河
川
の
流
域
、
さ
ら
に
東
南
部
大
谷
地
附
近

に

は
小
規
模
な
が
ら
先
住
民
族

の
遺
跡
が
、
か
つ
て

の
札
幌
低
地
帯
と

い
わ
れ
た
、
現
在

の
市
街
中
心

部
を
と
り
囲
む
よ
う
に
、
分
布
し
て
存
在
し
て
い

る
。札

幌
市
お
よ
び
、
そ
の
周
辺

の
遺
跡
に

つ
い
て

は
大
正
年
間
、
す
で
に
河
野
常
吉
氏

に
よ

っ
て
調

査
さ
れ
て
い
る
が
、
学
術
的
な
目
的

に
よ

っ
て
踏

査
が
な
さ
れ
た
の
は
昭
和

の
初
年
で
、
新
岡
武
彦

氏
(
註
1
)
、
河
野
広
道
博
士
(
註
2
)
、
高
倉
新

一

郎
博
士
(
註
3
)
ら

に
よ

っ
て
発
寒
な
ら
び
に
発
寒

河
畔

の
遺
跡
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
そ

の

後
同
十

二
年
、
後
藤
寿

一
氏
(
註
4
)
も
札
幌
市
周

辺

の
遺
跡
の
分
布
調
査

を
行
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
学

会
誌

に
報
告
を
な
し
て
い
る
。
な
お
、
近
年

に
お

け
る
主
要
な
調
査
と
報
告
書
を
あ
げ

る
と
、
昭
和

二
十
七
年
北
海
道
大
学
構
内

に
お

い
て
竪
穴
住
居

祉
群
が
発
見
さ
れ
、
北
海
道
大
学
北
方
文
化
研
究

室

が
主
体

に
な
り
、
七

コ
の
竪
穴
住
居
祉

に
つ
い

て
発
掘
調
査
を
行
な

っ
て
い
る
(
註
5
)
。

そ

の
後
昭
和
四
十

一
年

に
は
、
北
海
道
教
育
大

学
札
幌
分
校
考
古
学
研
究
室

の
諸
氏

に
よ

っ
て
、

発
寒
小
学
校
裏

の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
出
土
し
た

遺
物

の
整

理
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
(註

6
)
。
ま

た
同
三
十
九
年
、
平
岸
坊
子
山
遺
跡

の
発
掘
調
査

を
、
大
場
利
夫
が
担
当
し
て
行

な

っ
た
が
、
そ
の

結

果
に

つ
い
て
同
四
十

一
年
、
教
育
大
学

の
畑
宏

明
氏
が
詳
細
な
報

告
を
行
な

っ
て
い
る
(
註
7
)。

ま
た
同

四
十

二
年
三
月

に
、
北
海
道
大
学
文

学
部

北
方
文
化
研
究
施

設
の
菊
池
俊
彦
氏

に
よ

っ
て
、

平
岸
天
神
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

の
整
理
報

告
が
な
さ

れ
て
い
る
(
註
8
)
。

な

お
、
同
四
十
三
年
十
月
に
は
教
育
大
学
の
諸

氏

の
協
同
作
業
と
し
て
、
札
幌
市
周
辺

に
お
け
る

遺
跡
を
中
心

に
し
て
先
史
地
理
学
的

に
考
察
さ
れ

た
報
告
が
発
表
さ
れ
た
が
、
本
論
考

は
札
幌
地
方
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に
存
在
す

る
遺
跡

に
つ
い
て
の
総
括
的
な
論
文
と

し
て
注
目

さ
れ
る
も

の
が
あ

る
(
註

9
)
。
ま
た
同

四
十
四
年

九
月

、
郷
土
誌

「
ひ
ら
ぎ
し
」
に

「
ビ

ラ

・
ケ
シ
」
と
題
し
た
随
筆

で
、
大
場
利
夫
が
平

岸
地
域

か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物

に
つ
い
て
述
べ
た

も

の
が
あ

る
(
註
10
)
。

以
上

に
あ
げ

た
発
掘
調
査
な
ら

び
に
報
文
が
、

札
幌
市
な
ら

び
に
そ

の
周
辺

に
お
け
る
遺
跡
お
よ

び
遺
物

に

つ
い
て
の
主
要
な
も

の
で
あ
る
。
な
お

北
海
道
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係

が
、
今
日
ま

で
の
報
文

を
基
礎

に
し

て
全
道

の
遺

跡
分
布
図

を
文
部
省
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念

物
係

に
提
出
し

た
が
、
文
化
庁

で
は
昭
和
四
十
三

年

に
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
地
図
を
作
製
し
、

「
遺

跡
地
図

」
と
し

て
刊
行
し
て
い
る
(
註

11
)
。

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
札
幌
市
お
よ
び
そ

の
周
辺

に
存
在
が

認

め
ら

れ
た
遺
跡

の
数
は
約

八
十
数

ヵ
所

に
も
お

よ
ん
で
い
る
が

、
今
回
わ
れ
わ
れ
が
踏
査
し
た
限

り

で
は
、
遺
跡

と
し
て
正
式

に
保
護
さ
れ

て
い
る

も

の
は
、
北
海
道
大
学
植
物

園
内

に
残
存
し
て

い

る
続
縄
文
文
化
期

の
竪
穴
遺
跡

の
み
で
、
そ

の
他

は
ま

っ
た
く
放
置
さ
れ
た
状
態

で
、
遺
跡
と
し
て

確

認
す

る

こ
と
も
む
ず

か
し
い
状
態

で
あ

る
。
し

か
し
幸

い
に
、
縄
文
文
化
中
期

の
年
代

の
平
岸
天

神

山
遺
跡

の

一
部
と

、
縄
文
文
化
早
期
-
晩
期

に

わ
た

る
年

代
の
遺
跡
が
、
平
岸
坊
子

山
附
近

の
奥

内
氏
宅
内

に
破
壊
さ
れ
ず

に
残
存
し

て
い
る
。

札
幌
市

お
よ
び
そ

の
周
辺
に
存
在
す

る
遺
跡

の

形
成
年
代

に
つ
い
て
は
、
お
の
お

の
の
遺
跡

は

一

般

に
小
規
模

で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず

、
縄
文
文

化
初
期

の
早
期
の
年

代
か
ら
始
ま
り
、
同
前
期

、

同
中
期

、
同
後
期
、
同
晩
期
な
ら
び
に
そ
れ
以
降

の
年
代

の
続
縄
文
文

化
期

、
そ
し
て
擦
文
文
化
期

と
、
縄
文
文
化
期

、
お
よ
び
そ
れ
以
降

の
各
年
代

に
お
よ
ん
で
お
り
、
お
よ
そ
い
ま
か
ら
六
、
七
千

年
前

か
ら

一
千
年
前
ま
で
の
約

五
、
六
千
年

の
永

い
期
間

に
わ
た

っ
て
、
先
住
民
族
が
生
活

し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

(
「
先
史
文
化

の
変
遷
」

参
照
)
。

な
お
昭
和

三
十
三
年

八
月
、

札
幌
市

西

高
等
学
校
郷
土
研
究
部
刊
行
の

「
郷
土
の
科
学

」

二
十

一
号
、
な
ら
び
に
同
三
十
四
年
十
二
月
札
幌

市
光
星
高
等
学
校
社
会

科
研
究
部
発
表
の

「
黒
曜

石
」
十

一
月
号

に
よ
る
と
、
札
幌
市
白
石
お
よ
び

同
周
辺
に
お
い
て
、
先
土
器
文
化
期

の
遺
物

と
考

え
ら
れ
る
石
刃

(
ブ

レ
ー
ド
)
を
発
見
し
た
と
報

告
し
て
い
る
。

こ
れ
が
も
し
確
実
だ
と
す
れ
ば
、

札
幌
市
周
辺

に
は
縄
文
文

化
期
よ
り
も

一
層
古

い

年
代
の
遺
跡
が
存
在
し
て

い
た
可
能
性
が
強

い
。

な
お
、
札
幌
市

お
よ
び
そ

の
周
辺
を

ふ
く
め
た

い
わ
ゆ
る
石
狩
低
地
帯

で
発
見
さ
れ
た
土
器
、
石

器

の
遺
物

か
ら
推
察
さ

れ
る
特
徴
は
、
北
海
道

南

部

に
分
布

の
多

い
、

い
わ
ば
南
部
的
な
も

の
と
、

北
海
道
北
部
に
分
布

の
多

い
、

い
わ
ば
北
方
的
な

も

の
と

の
、
両
文
化

の
遺
物
が
併
存
し
て
い
る
こ

と
と
、
さ
ら
に
両
者

の
接
触

に
よ

っ
て
生

じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
、
融
合
型
式

の
土
器
文
化
も
存

推定年代

先 史 文 化 の 変 遷

北 海 道州本

B.C.10,000年

B.C.5,000年

2,000年

(西 暦0年)

A.D.1,000年

先 土器文化(旧 石器文化)

緩 文化{擾瓢
ぞくじようもん

続 縄 文 文 化

。つ もん↓ ↓

擦 文 文 化 ・オ ホ ー ツ ク文化

先 土 器 交 化
↓

縄'文 文 化 縄 文 文 化

↓1↓
や よい そくじようもん

弥 生 文 化 続 縄 文 文 化

。 ふん↓ 。つ もん↓

古 墳 文 化 擦 文 文 化

↓1↓

奈 良 ・平 安 朝1ア イ ヌ 文 化

在

し
て
い

る
こ
と
な

ゼ
が
、
本

地
域

で
の

特
色
と

い

え
る
。

札
幌
市

お
よ
び
そ

の
周
辺

に

存
在
す
る

遺
跡

の
種

類

は
、
判

明
し
て
い

る
も
の
で

は
、
竪
穴

住
居
境
、

墳
墓
な
ど

が
あ
る
が
、
そ

の
他
の
遺
構

は
土
中

に
埋
没
し
て

お
り
、
地
上

か
ら
は
判
別
す

る
こ
と
が
む
ず

か
し

い
。
ま
た
現
在
、
札
幌
市

お
よ
び
そ

の
周
辺
よ
り

出

土
し
た
土
器

お
よ
び
石
器

は
、
北
海
道

大
学
農

学
部
附
属
博
物
館
、
同
文
学
部
北
方
文
化
研
究
施

設
、
同
医
学
部
解
剖
学
教
室

、
北
海
道
教
育
大
学

札
幌
分
校
、
札
幌
市
時
計
台
資
料
室

、
札
幌
市
立

平
岸
公
民
館

に
保
管
さ
れ
、
時
計
台
資
料
室
な
ら

び
に
平
岸
公
民
館

で
は
、
そ
の

一
部

を
展

示
し
て

い
る
。

(
註
1
)
新
岡
武
彦

札
幌
市
外
月
寒
遺
物
散
布

地

究
古

一
ノ
三

昭
和
五
年

六
月

(
註

2
)
河
野
広
道

発
寒
村

の
遺
跡
発
掘
記

蝦
夷
往
来

一
〇
号

昭
和
八
年

六
月

(
註

3
)
高
倉
新

一
郎

発
寒

の
遺
跡

に
つ
い
て

蝦
夷
往
来

一
〇
号

昭
和
八
年

六
月

(
註

4
)

後
藤
寿

一

札
幌
市
及

び
其
附
近

の

遺

跡
遺
物

の
二
三
に

つ
い
て

考
古
学
雑
誌

二

十
七
巻

九
号

昭
和
十
二
年
九
月

(
註

5
)
北
大
調
査
団

北
大
遺
跡

に
つ
い
て

北
方
文
化
研
究
報
告

一
〇
輯

昭
和
三
十
年

三
月

(
註

6
)
岩
崎
隆

人

・
三
室
俊
昭

札
幌
市
発
寒

小

学
校
裏
遺
跡

北
海
道

の
文
化

一
〇
号

昭

和
四
十

一
年

三
月

(
註

7
)
畑
宏
明

札
幌
市
平
岸
坊
主
山
遺
跡

ア
イ

ヌ
・
モ
シ
リ

ニ
号

昭
和
四
十

一
年
十
月

(
註
8
)
菊
池
俊
彦

札
幌
市
平
岸
天
神
山
出
土

の
土
器

に
つ
い
て

北
海
道
考
古
学

三
輯

昭

和
四
十
二
年

三
月

(
註
9
)
岩
崎
隆
人

・
宇

田
川
洋

・
加
藤
晋
平

・

河
野
本
道

札
幌
扇
状
地
に
お
け
る
遺

跡
の
先
史

地
理
学
的
考
察

ア
イ

ヌ
・
モ
シ
リ

三
号

昭

和
四
十
三
年

十
月

(
註
10
)
大
場
利
夫

ビ
ラ

・
ケ
シ

郷
土
誌
ひ

ら
ぎ
し

昭
和
四
十
四
年

九
月

(
註

11
)
文
化
財
保
護
委
員
会

全
国
遺
跡
地
図

(
北
海
道
)
昭
和
四
十
三
年

三
月

②

石
狩
町
、
手
稲
町
お
よ
び
そ
の
周
辺

石
狩
町
な
ら
び
に
手
稲
町
は
石
狩
湾
に
臨

み
、

日
本
海

に
発
し
た
石
狩
川

の
河
口
流
域
を
占
め

て
?
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い
る
。
し
た
が

っ
て
地
理
的
に
は
漁
携
、
お
よ
び

狩
猟

に
最
も
適
し
た
地
域
で
あ
る
の
で
、

か
つ
て

の
時
代

に
は
、
お
そ
ら
く

か
な
り
多
く

の
先
住
民

が
生
活
し

て
い
た

こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
そ

れ
に

も
か
か
わ
ら
ず

、
本
地
域
内

で
は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
な

調
査
が
行
な
わ
れ
て

い
な

い
の
で
、
大
遺
跡

は
ま

だ
発
見
さ
れ

て
い
な

い
。
現
在
判
明
し
て

い
る
範

囲

で
は
、
石
狩
川

の
南
岸

で
そ
の
支
流

の
発
寒
川

の
北
岸

の
低
位

段
丘
上

に
分
布
が
見

ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
紅

葉
山
、
砂
山
を
中
心
と
し
て
、
石
狩

町

花
畔

か
ら
手
稲
町

に
か
け
た
段
丘
上

に
散
発
的

に

遺
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
石
狩
川

の
東
岸
流
域
地
帯

で
、
石
狩
低
地

帯
よ
り
高
位

段
丘

に
移
行
す

る
地
帯

、
す
な
わ
ち

厚

田
町
、
聚
富

村
知

津
狩
よ
り
石
狩
町
高

岡
を
経

て
当
別
町

に
い
た
る
ま
で
の
地
域
、

こ
と

に
聚
富

町
、
高

岡
村
伊
達
山

に
は
、
札
幌
市
周
辺

の
高
位

段
丘
上

に
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
縄
文
文
化
中
期

の

遺
跡
が

分
布

し
て

い
る
。
ま
た
、
と
こ
ろ
に
よ

っ

て
は
発
寒
川
北
岸

地
帯
と
同
年
代
か
、
そ

れ
以
降

の
す
な
わ
ち
縄

文
文

化
後
期
以
降

の
年
代
の
遺
跡

も
存
在
す
る
。

石
狩
町

、
手
稲
町
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
存
在
す

る
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
年

に
河
野
広
道
博

士
(
註
12
)
、
高
倉
新

一
郎
博
士
(
註
13
)
ら

に
よ

っ

て
遺
跡
の
踏
査

が
行
な
わ
れ
て
い
る
が

、
本
格
的

な
発
掘
調
査
は
な
さ
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
近
年

に
入

っ
て
、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
考
古
学

研
究
室

、
札
幌
市
西
高
等

学
校
郷

土
研
究
部

(
註

14
)
、

同
光
星
高
等
学
校
郷
土
研
究
部

の
諸
氏
お

よ
び
高
木
憲
了

・
上

野
秀

一
・
倉

谷

泰

賢

氏

ら

(
註
15
)

に
よ

っ
て
、
遺
跡

の
分
布
調
査
が
活
溌

に
行
な

わ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
報
告
書
が
公
表

さ
れ
た
の
で
、
次
第

に
遺
跡

の
状
態
が
明
ら
か
に

な

っ
て
き

て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年

七
月

に
行
な
わ
れ
た
紅
葉
山
遺

跡

は
、
発
寒
川
北
岸
標
高

五
～

一
〇

m
の
低
位
段

丘
上

に
位
置
し
、
行
政
上

は
花
畔
村
と
樽
川
村
に

ま
た
が

っ
た
地
域

に
存
在
し
て

い
る
。
本
遺
跡
は

藤
本
英
夫

氏
ら
を
中
心
と
し
た
調
査
団

に
よ

っ
て

発
掘
が
行
な
わ
れ
た
が
、
続
縄
文
文
化
期

の
墳
墓

で
あ

る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
(
註
16
)
。
ま
た

石
狩

町
内

で
は
、
旧
石
狩
川

に
沿

っ
た
南
、
北
、

西
の
各
域

の
河
岸
す
な
わ
ち
八
幡

、
矢
臼
場
、
花

畔
な
ど
数

カ
所

か
ら
も
、
土
器
、
石
器
な
ど
の
遺

物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

手
稲
町
手
稲
遺
跡

は
、
前
述
し
た
発
寒
川
北
岸

に
発
達
し
た
砂

丘
上

に
あ
る
紅
葉
山
遺
跡
と
連
続

し
た
地
帯

で
、
砂

山
(
地
名
)
に
位
置
し
て
い
る
。

昭
和

二
十
八
年
、
砂
利
採
集
中

に
発
見
さ
れ
た
遺

跡
で
、
同
二
十
九
年
七
月

、
大
場
利
夫
と
石
川
徹

氏
が
発
掘
調
査
を
行
な

っ
た
が

、
土
器
、
石
器
な

ど

の
資
料
を
多
数
採
集
す
る

こ
と
が

で
き
、
縄
文

文
化
後
期

の
土
器
文
化

の
様
相
が
明
ら

か
に
さ
れ

た
(註

17
)
。
そ
の
後

、
本
地
域

に
つ
い
て
は
愛
下

淳

、
石
川
徹
氏
ら

(
註
18
)
が
さ
ら

に
調
査
を
重

ね

て
い
る
。

厚
田
町
地
域
で
は
、
日
本
海
岸

の
知

津
狩

か
ら

聚
富

、
石
狩
町
高
岡
に
至
る
石
狩
低

地
帯

一
帯

と

こ
れ
に
接
す
る
低
位
段
丘
、
ま
た
は
中
位
段

丘
を

形
成
す

る
地
域

一
帯

の
石
狩
川
北
岸

の
段
丘
上

に

は
遺
跡
が
存
在
し

て
い
る
。
な

お
本
地
域
、
す
な

わ
ち
西
南

面
し
た

丘
陵
地
帯

お
よ
び
河
川

の
流
域

に
は
、
既
発
見

の
遺
跡

の
ほ
か
に
か
な
り
多
く

の

遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
、
北
海
道
教
育
大

学
札
幌
分
校

の
諸
氏

(
註
19
)

の
努
力

に
よ

っ
て

明

ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

当
別

町
地
域

で
は
、
厚

田
町

に
隣
接

し
た
丘
陵

の
南
東

面
し
た
段
丘
上

で
、
し

か
も
篠
津
川

の
流

域
に
当

る
地
帯

に
遺
跡
が
存
在
し

て
い
る

こ
と
が

北
海
道

教
育

大
学
札
幌
分
校
の
諸
氏

の
調
査

に
よ

っ
て
明
ら

か
に
な

っ
て
い
る
(
註
20
)
。

こ
れ
ら

の

中

で
、
昭
和
三
十
九
年

と
同
四
十
年
に
行
な

わ
れ

た
当
別

町
伊
達
山
遺

跡
の
発
掘
調
査
報
告
書

に
よ

れ
ば
、
当
別
町
地
帯

の
高
位
段

丘
上

に
は
縄
文
文

化
中
期

の
年
代

の
遺
跡
が
、
主
体
を
な
し
て
存
在

し

て
い
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
註

21
)
さ

ら

に
低
位
段
丘
上

に
は
隣
接

地
と
同
様

に
、
縄
文

文
化
後
期
以
降

の
年
代

の
遺
跡
の
存
在
が
認

め
ら

れ
て
い
る
。
な
お
本
地
域

の
先
史
地
理
的
な
考
察

に

つ
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
岩
崎
隆
人
氏

ら
の
共

同
研
究

に
よ
る
、
す
ぐ
れ
た
報
告
書

(
註
22
)
が

あ
る
。

石
狩
町
、
手
稲
町
、
厚
田
町
、
当
別
町

に
存
在

す
る
遺
跡
に

つ
い
て
の
諸
報
告
書

に
よ

っ
て
判
断

す

る
と
、
本
地
域
内

で
現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い

る
遺
跡

は
、
五
十
数

ヵ
所
を
算

え
て
い
る
が
、
正

式

に
保
護
処
置

の
と
ら
れ
て
い
る
遺
跡
は
皆
無

で

あ
る
。
な

お
前
述
し
た
ご
と
く
、
各
地
帯
と
も
低

位
、
中
位

の
段

丘
上
に
は
縄
文
文

化
中
期

の
遺
跡

が
主
体

を
な
し

て
存
在
し
、
低
地
帯
の
砂

丘
上
に

は
縄
文
文

化
後
-
晩
期
と
、
そ

れ
以
降

の
続
縄
文

文
化
期
、
擦
文
文
化
期

の
遺
跡

が
存

在

し

て

い

る
。
し
た
が

っ
て
本
地
域

で
も
札
幌
市
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
帯
と
同
様

に
、
か
な
り
の
長
年
月
に
わ

た

っ
て
先
住
民
族
が
住

ん
で
い
た
こ
と
は

い
う
ま

で
も
な
い

(
「
先
史
文

化
の
変
遷
」
参
照
)
。

現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
遺
跡
の
種
類
は
、

堅
穴

住
居
祉

、
墳
墓
な
ど
で
あ

る
が
、
本
地
域
は

海
岸
地
帯
な
の
で
貝
塚

の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後

の
調
査

に
期
待
が
も

た
れ
る
。
ま
た
今

日
ま

で
に
発
見

さ
れ
た
遺
跡
は
、
紅
葉
山

・
手
稲

を
除

い
て
は
、

い
ず

れ
も
小
規
模

の
遺
跡
の
み
で

大
規
模

の
も

の
は
発
見
さ

れ
て

い
な
い
が
、
地
理

的
条
件
な
ら

び
に
生
活
条
件
な
ど
か
ら
推
察
す
れ

ば
、
大
規
模

の
遺
跡

の
存
在
が
可
能

で
あ
る
の
で

こ
の
点

に

つ
い
て
も
今
後

の
調
査

に
期
待
さ
れ
る

も

の
が
あ
る
。
な

お
、
本
地
域

か
ら
発
見
採
集
さ

れ
た
遺
物
は
、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
な
ら

び
に
石
狩
町
、
手
稲
町
、
厚
田
町
、
当
別
町
の
各

教
育
委
員
会
所
属

の
資
料
室

に
保

管
さ
れ
、
展

示

さ
れ
て
い
る
。
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(
註
12
)
註

2
に
同
じ

(
註
13
)
註

3
に
同
じ

(
註
14
)
札

幌
市
西
高
等
学
校
郷
土
研
究
部

紅

葉
山
砂
丘

に
お
け
る
続
縄
文
期

の
遺
跡

北
海
道

の
文
化

十
四
号

昭
和
四
十
三
年

三
月
。
同

石
狩
町
花
畔
上
花
遺
跡
発
掘
調
査
概

報

昭
和
四

十
三
年

一
月

(
註
15
)
高

木
憲
了

・
上
野
秀

一

石
狩
砂
丘
遺

跡

の
縄
文
中
期

土
器
編
年

歴
研
月
報

十
四

ノ

七

五

昭
和
四
十
二
年
。

上
野
秀

一

石
狩
砂
丘

遺
跡

に
つ
い

て

歴
研
月
報

十
五

ノ
八

一

昭

和
四
十
三
年
。

倉
谷
泰
賛

石
狩
町
紅
葉

山
三
十

三
号
遺
跡
概
報

北
海
道
の
文
化

十
四
号

昭

和
四
十
三
年
三
月

(
註
16
)

藤
本

英
夫

・
木
村
英
明

紅
葉

山
遺
跡

昭
和
四
十
三
年

十
二
月

(
註
17
)
大
場

利
夫

・
石
川
徹

手

稲
遺
跡

昭

和
三
十

一
年
五
月

(
註
18
)
愛
下
淳

手
稲
遺
跡
調
査
報
告

郷
土

の
今
昔

五
号

昭
和
三
十
三
年
五
月
。

石
川
徹

札
幌
郡
手

稲
町
砂
丘
出
土

の
土
器
に

つ
い
て

北

海
道
考
古
学

三
輯

昭
和
四
十
二
年

三
月

(
註
19
)
宇

田
川
洋

厚

田
村
聚
富

に
お
け
る
発

掘
調
査

昭
和
三
十
九
年
十
月
。
岩
崎
隆
人

石

狩
厚

田
村

聚
富

の
遺
跡

と
遺
物

釧
路
古
代
交
化

六
号

昭
和
三
十
九
年

十
月
。
岩
崎
隆

人

・
宇

田

川
洋

厚

田
郡
厚

田
村
字
古
潭
出
土

の
土
器

釧

路
古
代
文
化

八
号

昭
和
四
十
年

十

一
月
。
宇

田
川
洋

厚

田
村
聚
富
土
上
遺
跡
発
掘
概
報

ア

イ

ヌ
・
モ

シ
リ

一
号

昭
和
四
十
年

十
二
月

(
註

20
)
近

田
正
人

石
狩
郡
当

別
町
遺
跡
調
査

報
告

郷
土
の
今
昔

五
号

昭
和
二
十
八
年
四

月
。
岩
崎
隆

人

石
狩
郡
当
別
町
伊
達
山
遺
跡

の

資
料

釧
路
博
物
館
新
聞

一
六
三
-

一
六
五

昭
和
四
十
年
十
月
。
岩
崎
隆
人

石
狩
郡
当
別
町

樺
戸
通
り
出
土
の
土
器

釧
路
古

代
文
化

八
号

昭
和
四
十
年
十

一
月

(
註

21
)
岩
崎
隆
人

・
三
室
俊
昭

・
室

田
彰
則

伊
達
山
遺
跡

昭
和
四
十
五
年
三
月

(
註

22
)
註
9
に
同
じ

③

江
別
市

(
江
別

・
野
幌
)

そ
の
周
辺

お
よ
び

江
別
市
は
札
幌
市

の
東

北
方

一
〇
㎞

の
地
点

に

あ

っ
て
札
幌

に
隣
接
し
、
さ
ら
に
北
方

で
は
石
狩

町

に
隣
接
す
る
が
、
地
理
的
に
は
日
本
海

に
発
し

た
石
狩
川

の
上
流
南
岸
地
帯
に
位
置

し
て
い
る
。

本
地
域

は
石
狩
地
帯
と
同
様

に
、
先
住

民
族

の
生

活

に
は
河
川
に
よ
る
漁
携
と
、
平
原
地
帯

で
の
狩

猟

に
適
し
た
立
地
を

示
し
て

い
る
。
ま
た
本
地
帯

は
、
古
代

に
北
海
道
を
南
北

に
区
分
し
て
い
た
、

い
わ
ゆ

る
石
狩
低
地
帯
と

い
う
自
然
が

つ
く

っ
た

境
界
線
上

の
中
心
部

に
所
在
し
、
当
時
本
地
帯
を

境

に
南
部
と
北
部

に
居
住
し

て
い
た
先
住
民
族

の

交
易

の
場
所
と
な

っ
た
も

の
の
よ
う
で
、
遺
跡
が

石
狩
川

の
本
流
、
支
流

の
い
た
る
と

こ
ろ
に
群
在

し
本
市

の
全
域
に
お
よ
ん

で
い
る
。
し
た
が

っ
て

本
地
域

に
は
、
各
年
代

に
わ
た
る
か
な
り
大
規
模

の
遺
跡
が
存
在
し

て
お
り
、
北
海
道

で
も
有
数

の

遺
跡
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
市

の
発
展

に
伴

っ
て
破
壊
さ
れ
た
遺
跡
も
多

い
が

、
野
幌
地

帯

の
遺
跡
は
幸

い
に
も
緑
地
帯
の
中

に
遺
跡
公
園

と
し

て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

江
別
市
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
存
在
す
る
遺
跡

に

つ
い
て
は
、
札
幌
市

と
同
様

に
す
で
に
昭
和
初
年

か
ら
知
ら
れ

て
い
た
。
し
か
も
本
地
域

は
、
遺
跡

の
分
布
が
広
く
種
類
も
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
研
究
者
も
積
極
的
に
発
掘
調
査
を

行

な

っ
た

の
で
そ

の
成
果
も
多

い
。
す
な
わ
ち
河

野
広
道
博
士
、
名
取
武
光
氏
、
後
藤
寿

一
氏
ら
の

北
海
道

の
研
究
者
を
始
め
、
八
幡

一
郎
氏

、
喜

田

貞
吉
博

士
ら
中
央
学
会
の
研
究
者
も
参
加
し
て
、

本
地
帯

の
遺
跡

こ
と
に
墳
墓

に
つ
い
て
発
掘
調
査

が
重

ね
ら

れ
、
各
人

に
よ

っ
て
多
く

の
報

告
書

が

発
表
さ
れ
て
い
る
(
註

23
)。
な

お
、
昭
和
初
年
に

行
な
わ
れ
た
墳
墓

の
調
査
結

果
で
は
、
続
縄
文
文

化
期
と
擦
文
文
化
期

に
形
成
さ
れ
た
も

の
が
大
部

分
を
占

め
て
い
る
(
註

24
)
。

昭
和
十
年
以
降

、
本
地
域

の
遺
跡

の
発
掘
調
査

が

一
時
中
断
さ

れ
た
。
ま
た
太
平
洋
戦
争
中

に
遺

跡
地
帯

を
整
地
し

て
飛
行
場
に
使
用
さ
れ
る

こ
と

に
な
り
、
多
く

の
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
た
。
さ
ら

に

終
戦
後
は
工
場
用
地
と
し
て
整

地
が

つ
づ
け
ら
れ

た
。

こ
う
し
た
破
壊

の
状
況
を
憂
慮
し
た
河

野
広

道
博
士
は
、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校

の
学
生

諸
君
を
指
導

し
て
、
破
壊
と
併
行
し

て
調
査
を
行

な

っ
た
。

こ
と
に
対
雁
坊
子
山
は
大
遺
跡

で
、
縄

文
文

化
早
期

の
年
代

か
ら
、
同
前
期

、
同
中
期
、

同
後
期
、
同
晩
期
の
各
期
を
経
て
、
続
縄
文
文
化

期

、
擦
文
文
化
期
、
ア
イ

ヌ
文

化
期
と
、
先
史
文

化
変
遷

の
状
態
が
明
瞭

に
把
握

さ
れ
る
重
要
な
遺

跡

で
あ

っ
た

こ
と
が
、
本
遺
跡
調
査

の
概
報
な
ら

び
に
報
告
書
で
明
ら
か
で
あ
る
(
註
25
)
。

近
年

、
江
別
市
街
地

の
西
隣

野
幌
大
麻

に
団
地

が
造
成
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
遺
跡
が
発
見

さ
れ
た

が

、
そ

の

一
部
に

つ
い
て
は
破
壊

に
先
だ

っ
て
緊

急
発
掘
を
行
な

っ
て
記
録
を
残
し
、
遺
物

を
採
集

し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
機
会

に
市
教
育
委
員
会

は
、
遺
跡
分
布

図
を
作
製
し
て
団
地
造
成
上
や
む

を
え

ぬ
部
分

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
発
掘
調
査
を

行
な

っ
て
記
録
を
残
す
と

い

っ
た
態
勢
を

っ
く

っ

た
。
そ

の
後
も
数
回
の
緊
急
調
査
が
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
れ
ら

に
は
大
場
利
夫
、
君
歩
彦
氏
、
中
村

斉
氏
ら
が
出
勤
し
て
発
掘
調
査
を
行
な

っ
た
。
調

査
報

告
書

は
目
下
作
製
中

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

調
査
概
報

は
、
そ

の
都
度
刊
行
さ
れ
て
い
る

(
註

%
)
。

な
お
、

江
別
市
全
域

に
お
け
る
遺
跡
の
発

掘
調
査
の
歴
史

、
遺
跡
の
分
布
状
態
、
遺
物

の
詳

細

に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月

に
刊
行
さ

れ
た
江
別
市
史

の

「
先
史
時
代
」

に
、
河
野
広
道

博
士

の
遺
志

を
継

い
だ
河
野
本
道
氏
に
よ

っ
て
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ

に
よ
る
と
、
江
別

市
内

に
存
在
す

る
遺
跡

の
数

は
四
十
六
ヵ
所
を
算

え

て
い
る
(
註
27
)
。

前
述
し
た
研
究
者
諸
氏

の
今
日
ま
で
の
調
査

に

よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
江
別
市

に
は
縄
文
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文

化

の
最
初

の
年
代

で
あ

る
早
期
か
ら
、
同
前
期

同
中
期

、
同
後
期

、
同
晩
期

の
全
期
間

と
、
続
縄

文

文
化
期

、
擦
文
文
化
期
と

、
先
史
時
代
の
各
年

代

に
わ
た
る
遺
跡
が
存
在
し

て
い
る

(
「
先
史
文

化

の
変
遷

」
参
照
)
。

こ
と

に
、
続
縄
文
文
化
期

!
擦
文
文
化
期

に
か
け
た
墳
墓
群
が
存
在
し
て

い

る
こ
と
、
そ

の
墳
墓

か
ら

は
土
器
、
石
器

の
他

に

年

代
の
明
瞭
な
蕨
手
刀
な
ど

の
金
属

器
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
な
ど

で
、
本
州

の
古
代
文
化
と

の
対

比
が
可
能

に
な
り
、
研
究
上
重
要
な
資
料
と
な

っ

て
い
る
。
な
お

こ
れ
ら

の
資
料
は
、
江
別
市
教
育

委
員
会
所
属

の
資
料
室

に
収
蔵
さ
れ
、

一
部
は
展

示
さ
れ
て
い
る
。

江
別
市

の
周
辺
地
域

に
当

る
岩
見
沢
市
、
北
村

地
帯

に
も
遺
跡

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら

は
江
別
市
で
発
見

さ
れ
た
よ
う
な
大
規
模

な
も

の
で
は
な

い
。
今

日
ま
で
に
明

ら
か
な
遺
跡
に

つ

い
て
は
、
岩
見

沢
市

史
の

「
先
史
時
代
」
(
註
28
)
、

北
村
村
史

の

「
古

代
史
」
(
註
29
)

に
そ
れ
ぞ
れ
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
夕
張
川

の
北
岸
地

帯

に
所
在
す

る
月
形

町
、
奈
井
江
町
、
栗
沢

町
お

よ
び
栗
山
町
に
分
布
す

る
遺
跡

に
つ
い
て
も

、
近

年
調
査

が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
月
形
町

で
発
見

し
た
石
器

に
つ
い
て
は
、
昭
和

三
十
四
年

札

幌
西
高
等
学
校
郷
土
研
究
部

に
よ
る
報
告
書
が

あ
り
(
註
30
)
、
奈
井
江
町
発
見

の
土
器
に
つ
い
て

は
、
同
四
十
三
年
野
村
崇
氏

の
報
告

書

が

あ

る

(
註
31
)
。

ま
た
栗
沢
町
由
良
か
ら
出
土
し
た
土
器

に
つ
い

て
は
、
同
三
十
四
年
川
野
栄
三
郎
氏

の
報

告
書

が

見
ら
れ
る
(
註

32
)
。

つ
い
で
昭
和
三
十
九
年

に
札

幌
市
光
星
高
等

学
校
郷
土
研
究
部
が
、
栗
沢
町
加

茂
川
遺
跡
を
調
査
し
て
、
そ

の
概
要
を
報

告
し
て

い
る
(
註

33
)
。

つ
づ
い
て
同
年
、
河
野
本
道

・
本

田
栄
作
氏

に
よ

っ
て
、
栗
沢
町

の
全
域

が
調
査
さ

れ
、
十
数

ヵ
所
の
遺
跡
を
確
認
し
て
、
そ

の
概
要

を
ま
と
め
て
報

告
し
て
い
る
(
註
34
)
。

ま
た
翌
四

十
年
と
四
十
三
年

に
河
野
広
道
博

士
を
中

心
に
、

北
海
道

教
育
大
学
札
幌
分
校

の
諸
氏

が
前

に
行
な

っ
た
加
茂

川
遺
跡

の
発
掘
調
査

の
報
告
書
も
刊
行

さ
れ
て

い
る
(
註
35
)
。
栗
山
町
に
存
在
す
る
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年

野
村
崇
氏
が
中
心

に
な

っ
て
、
町
内
全
域

の
遺
跡
が
踏
査
さ
れ

二
十

五

ヵ
所
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り

、
詳
細
は
報

告
書

に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
(
註

36
)
。
な
お
野
村

崇
氏

は
、
同
四
十

二
年
に
夕
張
東
高
等

学
校
郷
土

研
究
部
刊
行

の
部
報

に
も
、
栗
山
町

に
存
在
す

る

著
明
な
遺
跡

に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
(
註
37
)
。

江
別
市
お
よ
び
そ
の
周
辺

の
月
形
町
、
奈
井
江

町
、
栗
沢
町
、
栗
山
町
に
存
在
す
る
遺
跡

に
つ
い

て
の
研
究
者
各
氏
の
報
告
書

に
よ

っ
て
推
察
す
れ

ば

、
本
地
域

の
高
位
、
中
位
の
段

丘
上

に
は
、
縄

文
文
化
早
期
、
同
前
期
、
同
中
期

の
遺
跡
が
分
布

し
、
低
地
帯

に
は
縄
文
文

化
後
期
ー
晩
期
と
そ
れ

以
降

の
年
代
の
続
縄
文
文

化
期
、
擦
文
文
化
期

の

遺
跡
が
分
布

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

ま
た
丘
陵
地
帯

の

一
部

か
ら
、
先

土
器
文
化

の

年
代

の
石
器
と
思
わ
れ
る
資
料
が
出

土
し
て
お
り

本
地
域

に
は
縄
文
文
化
以
前

の
石
器
文
化
が
存
在

し
て

い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て

本
地
域
に
は
札
幌
、
石
狩
地
域
で
は
ま
だ
確
認

で

き
な

い
年

代
の
、
す
な
わ
ち
先

土
器
文
化

の
年
代

か
ら
先
住

民
族
が
居
住
し
て

い
た
こ
と
が

ほ
ぼ
明

ら
か
で
あ

る
。

江
別
市

お
よ
び
そ

の
周
辺
で
現
在
ま

で
に
判
明

し
て

い
る
遺
跡

の
種
類
は
、
竪
穴
住
居
堀
、
各
年

代

の
墳
墓

(
竪
穴
式
墳
墓
、
盛

土
墳
墓
な
ど
)
な

ど
が
あ
る
。

こ
と

に
江
別
市

に
存
在
し
て
い
る
遺

跡

は
、
大
規
模

で
住
居
境
の
分
布

の
範

囲

も

広

い
。
江
別
本
町
附
近

に
存

在
し

て
い
た
遺
跡

は
そ

の
大
部
分
が
す
で

に
破
壊

さ
れ
た
が
、
隣
接
す

る

野
幌
大
麻
附
近

に
存

在
す

る
遺
跡
は
、
幸

い

一
部

が
保
護
さ
れ
て
残
存
し

て
い
る
。
な
お
本
地
域

か

ら
発
掘
ま
た
は
採
集
さ

れ
た
遺
物

は
、
北
海
道

教

育
大
学
札

幌
分
校
、
江
別
市
公
民
館
な
ら
び

に
各

町
教
育
委
員
会
所
管

の
資
料
室

に
保
管
さ
れ
、
展

示
さ
れ
て
い
る
。

(
註
23
)
後
藤
寿

一

古
墳

の
発
掘

に
つ
い
て

蝦
夷
往
来

八
号

昭
和
七
年

七
月
。
八
幡

一
郎

北
海
道

の
古
墳
墓

人
類
学
雑
誌

四
十
七
巻

九

号

昭
和
七
年

九
月
。
喜
田
貞
吉

北
海
道

に
お

け

る
所
謂

「
古
墳
」

に
つ
い
て

蝦
夷
往
来

九

号

昭
和
八
年

一
月
。
河
野
広
道

北
海
道
江
別

町
円
形

竪
穴
式
墳
墓
発
見

の
石
器
時
代
人

一
頭
骨

と
そ

の
埋
葬
状
態

人
類
学
雑
誌

四
十
八
巻

六

号

昭
和

八
年
六
月
。

名
取
武
光

北
海
道
江
別

兵
村
に
於

る
竪
穴
式
墳

墓
の

発

掘

報

告

考
古

学
雑
誌

二
十
三
巻

十

一
号

昭
和
八
年

十

一
月
。

河
野
広
道

北
海
道
の
古
墳
様
墳

墓
に

つ
い
て

考
古
学
雑
誌

二
十
四
巻

二
号

昭
和
九
年

二
月
。

後
藤
寿

一

北
海
道
に
お
け
る
古
墳
出
土
遺
物
の

研
究

考
古

学
雑
誌

二
十
四
巻

三
号

昭
和
九

年

三
月
。
河
野
広

道

北
海
道
江
別
町
発
見
の
土

笛
様
土
製
品

蝦
夷
往
来

十
三
号

昭
和
九
年

十
月
。
後
藤
寿

一

石
狩
国
江
別
町

の
竪
穴
住
居

堀

に
つ
い

て

考
古
学
雑
誌

二
十

五
巻
二
号

昭
和
十
年

二
月
。
後
藤
寿

一

石
狩
国
江
別
町

に

お
け
る
竪
穴
様
墳
墓

に
つ
い
て

考
古
学
雑
誌

二
十
五
巻

五
号

昭
和
十
年

五
月
。
後
藤
寿

一

北
海
道
出
土

の
石
器

の

一
部

に
つ
い
て

人
類
学

雑
誌

九
十

一
巻
五
号

昭
和
十
年
九
月

(
註
24
)
高
山
契

北
海
道
江
別
町

の
遺
跡
及
び

竪
穴
様
墳
墓
発
掘
報
告

古
今

六

昭
和
二
十

四
年

十
月

(
註

25
)
高
橋
悦
郎

江
別
市
対
雁
坊
子
山
遺
跡

の
発
掘
略
報

一
-

三

ウ
タ
リ

三
号

昭
和

三
十
五
年

十
月
～
十

二
月
。

同
人

同
題

四

ア
イ

ヌ

・
モ
シ
リ

五

・
六
号

昭
和
三
十
六
年

三
月
。
山
口
敏

江
別
市
対
雁
坊
子
山
遺
跡
出
土

人
骨

人
類
学
雑
誌

七
十

一
巻

二
号

昭
和
三

十
八
年
十
月

(
註
26
)
江
別
市
教
育
委
員
会

江
別
市
高
砂
遺

跡
第

一
次
調
査
概
要

昭
和
三
十
九
年

十

一
月
。

同

江
別
市
大
麻
第
V
遺
跡
調
査
概
要

昭
和
四

十
年

九
月
。

同

江
別
市
古
豊
平
川
遺
跡
調
査
概

報

昭
和
四

十
年
九
月
。

同

江
別
市
高
砂
遺
跡
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第

二
次
調

査
報
告
書

昭
和
四

十

一
年
十

一
月

(
註

27
)

河
野
本
道

先
史
時
代

江
別
市
史
上

巻

昭
和
四
十
五
年

三
月

(
註

28
)
菊
地
豊
吉

岩
見
沢

の
先
史
時
代

岩

見
沢
市
史

昭
和
三
十
八
年
八
月

(
註

29
)
大
場
利
夫

・
林
登
美
彦

北
村
古

代
史

北
村
村
史

昭
和
三
十
四
年
十

一
月

(
註

30
)
札
幌
市
西
高
等
学
校
郷
土
研
究
部

月

形
町
出
土

の
石
器
に

つ
い
て

黒
曜
石

十
号

昭
和

三
十
四
年
十
月

(
註

31
)
野
村
崇

茶
志
内
沼

か
ら
出

た
土
器

恵 庭 市 公 園 遺 跡

(自 然環境 と調和 して昔 のままの姿で保護 され ている好例)

室
知
地
方
史
研
究

二
号

昭
和
四

十
三
年
三
月

(
註
32
)
川
野
栄
三
郎

栗
沢
町
由

良
遺
跡
B
地
点
出
土

の
甑
形
土
器

に

つ
い
て

黒
曜
石

九
号

昭
和
三

十
四
年
十
月
。
札
幌
市
西
高
等
学
校

郷
土
研
究
部

月
形
町
出
土

の
石
器

に
つ
い
て

黒
曜
石

十
号

昭
和

三
十
四
年

十
月

(
註
33
)
札
幌
市
光
星
高
等
学
校
郷

土
研
究
部

加
茂
川
遺
跡

い
ぶ
つ

二
号

昭
和
三
十
九
年

三
月

(
註
34
)
河
野
本
道

・
本

田
栄
作

栗
沢
町

の
先
史
時
代

昭
和
三
十
九

年

十

一
月

(
註
35
)
河
野
広
道

・
岩
崎
隆
人

・

宇

田
川
洋

・
本
田
栄
作

・
河
野
本
道

加
茂

川
遺
跡

ア
イ

ヌ
・
モ
シ
リ

一
号

昭
和
四
十
年

十
二
月
。
岩
崎

隆

人

・
宇
田
川
洋

・
本

田
栄
作

・
河

野
本

道

加
茂
川
遺
跡
-

補
遺
の
部

ア
イ

ヌ

・

モ
シ
リ

三
号

昭
和
四
十
三
年
十
月

(
註

36
)
野
村
崇

栗
山
町
の
先
史
文
化

昭
和

三
十
九
年

三
月

(
註

37
)
野
村
崇
他

夕
張
川
流
域

の
先
史
遺
跡

昭
和
四
十

二
年
三
月

④

恵
庭
市
、
広
島
町
お
よ
び
そ
の
周
辺

恵
庭
市
は
札
幌
市
の
南
東
方
二
〇
㎞
、
江
別
市

の
南
方
二
〇
㎞
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
が
、
本

地
域
は
い
わ
ゆ
る
石
狩
低
地
帯
の
中
で
も
諸
河
川

が
交
錯
し
た
地
帯
で
、
漁

狩
猟

に
生
活

の
基
礎
を

お

い
た
先
住
民
族

の
生

活
に
は
最
も
適
し
て
お
り

隣
接
す
る
江
別
地
域
と
ほ
ぼ
同
様

に
、
生
活
条
件

の
整

っ
た
良
好
な
地
帯

と

い
え
る
。
し
た
が

っ
て

本
地
域
の
ル
ル
マ
ッ
プ
川
、
柏
木
川
、
千
歳
川
、

長
都

川
、
祝
梅
川
、
美

々
川
、
安
平
川
と

い
っ
た

河
川

の
流
域
、
ま
た
は
長
都
沼

の
周
辺
と
そ
れ
に

接

し
た
丘
陵
地
帯

に
は
遺
跡

が
広
範

囲

に
分
布
し

て

い
る
。
な
お
河
川
流
域

の
低
地
帯

の
遺
跡

は
、

比
較
的
年
代

の
新
し

い
も

の
で
あ
り
、
段

丘
地
帯

の
遺
跡
は
年
代
が
古

い
。
目
下
判
明
し
て
い
る
遺

跡

の
数
は
、
恵
庭
市
、
広
島
町
お
よ
び
由
仁
町
、

長
沼

町
、
千
歳
市
を
合
す
れ
ば
、
お
よ
そ
百

ヵ
所

を
越
え
て

い
る
。

恵
庭
市
、
広
島

町
お
よ
び
そ

の
周
辺

の
遺
跡

の

存

在
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
江
別
市
地
区

と
同

様

に
昭
和
初
年
か
ら
注
目
さ

れ
、
河
野
広
道
博
士

後
藤

寿

一
氏
ら
に
よ

っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い

る
(註

38
)
。
し
か
し
研
究
者
が
少
数
だ

っ
た
た
め

と

、
本
地
域
に
存
在
す

る
遺
跡
は
深

い
火
山
灰
中

に
埋
没
し
て
い
て
調
査
を
妨
げ
た

の
で
、
研
究
は

勢

い
江
別
地
帯

に
注
が
れ
、
必
ず

し
も
本
地
帯

の

調
査

は
渉
ら
な

か

っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
、
恵
庭

市

で
は
市
内

に
分
布
す
る
遺
跡

の
概

要
を
知
る
た

め
、
大
場
利
夫
、
石
川
徹
氏

に
依
頼
し

て
翌
年
並

び
に
翌

々
三
十
九
年
ま
で

の
三
力
年

に
わ
た

っ
て

調
査
を
行

っ
た
。
ま
た
千
歳
市
で
も
、
同
三
十
八

年

か
ら
同
四
十

一
年
ま

で
の
四
力
年

に
わ
た

っ
て

調
査

を
行

な

っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
前
後
し
て
、

隣
接

町
村
で
も
そ
れ
ぞ
れ
調
査
が
行
な
わ
れ
て

い

る
。広

島

町
は
札
幌
市
豊
平
町
に
隣
接
し

て
い
る
が

札
樽
地
域

で
は
遺
跡
に
つ
い
て
の
調
査
が
最
も
遅

れ
て
い
る
地
域

で
あ

っ
て
、
目
下

の
と

こ
ろ
大
遺

跡

は
発
見
さ
れ

て
い
な

い
。
昭
和
三
十
九
年

に
入

っ
て
後
藤
寿

一
・
酒
井
喜
重
氏
ら
が
、
町
内

に
存

在
す
る
遺
跡

の
踏
査
を
始

め
報
告
書
を
書

い
て
い

る
が
(
註

39
)
、
そ
れ
に
よ
る
と
盛
土
墳
墓

、
砦
(
チ

ヤ
シ
)
、

遺
物
包
含
地
な
ど
六
カ
所
を
確

認
し
、

さ
ら

に
同
四
十
年
に
は
先
土
器
文
化

の
遺
跡
を
発

見
し

て
い
る
。
な
お
そ

の
ほ
か
、
北
広
島

で
は
団

地
造
成
中

に
遺
跡
が
発
見

さ
れ
、
札
幌
大
学
石
附

喜
三
男
氏
、
田
川
賢
蔵
氏
、
藤
本
英
夫
氏
ら
に
よ

っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
調
査
が
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、

ま
だ
正
式
報
告
書
は
見
ら
れ
な

い
。

夕
張
川
南
岸
地
域

の
長

沼
町
、
由
仁
町
は
、
先

述
し
た
栗
沢
町
、
栗
山
町
に
隣
接
し
た
地
域

で
、

地
勢
そ

の
他

の
諸
条
件
は
両
者
ま

っ
た
く

同
様

で

あ
り
、
遺
跡

の
年
代
お
よ
び
構
成

な
ど
も
ほ
と
ん

ど
変
り
が
な

い
。
長
沼
町
内

に
存
在
す

る
遺
跡
と

遺
物

に
つ
い
て
は
、
幌
内
遺
跡

の
出
土

品
に
つ
い

て
昭
和
三
十
四
年
五
月
斎
藤
征

二
郎
氏
が
報
告
し

て
お
り
、
幌
内
タ

ソ
ネ
ト
ウ
遺
跡

の
概

要
に
つ
い

て
は
、
同
年
札
幌
市
西
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が

報
告
し
て

い
る
。
ま
た
同
三
十
七
年

三
月

に
斎
藤

徳
三
郎

・
野
村
崇
氏
ら
は
、
幌
内
堂
林
遺
跡

の
調
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査

を
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
さ
ら

に
同
四
十
二
年

三
月

に
野
村
崇
氏
は
、
馬
追

丘
陵
で
発
見

し
た
土

器

に
っ
い
て
も
報
告
を
行
な

っ
て

い
る

(
註
40
)
。

こ
れ
ら

の
知
見

を
ま
と
め
て
野
村
崇
氏

は
、
同

三
十
七
年
九
月
長
沼
町
史
に

「
先
史
時
代
史
」
と

題
し

て
報
告
し

て
い
る
が
(
註

41
)
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
小
規
模
な
が
ら
長
沼

町
内

に
は
、
縄
文
文
化

早
期

か
ら
同
前
期
、
同
中
期
、
同
後
期
、
同
晩
期

続

縄
文
文
化
期
、
擦
文
文
化
期

の
全
期
間

に
わ
た

る
年
代

の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る

(
「
先
史
文
化

の
変
遷
」
参
照
)
。
そ

の
後
、
野
村
崇

・
宇
田
川
洋
氏

は
昭
和
三
十
五
年

に
発
掘
調
査

を

行
な

っ
た
幌
内
堂
林
遺
跡

に

つ
い
て
、
同
四
十
三

年

に
改

め
て
報
告
し
て

い
る
(
註

42
)
。

由
仁
町

に
存
在
す
る
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
野
村

崇
氏

に
よ
れ
ば
、
馬
追
丘
陵

の
ほ
ぼ
中
央
部

の
東

斜
面

の
、
夕
張
川
を
望
む
標
高

八
五

m
の
地
点

で

縄
文
文
化
晩
期

の
土
器
を
採
集
し

た
こ
と
を
報

告

し

て
い
る
(
註

43
)
。
ま
た
同
氏
ら

に
よ

っ
て
由
仁

町
内

の
遺
跡
が
踏
査
さ
れ
、
現
在

二
十
七

ヵ
所
が

確
認
さ
れ

て
い
る
(
註

44
)。

恵
庭
市

に
存
在
す
る
遺
跡

に

つ
い
て
は
、
前
述

の
よ
う

に
昭
和
三
十
七
年

か
ら
同
三
十
九
年
ま
で

の
三

力
年

に
わ
た
り
、
市
内

に
存
在
す
る
主
要
遺

跡

の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
十
六

ヵ
所

の

遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
が
(
註
45
)
、
翌
四
十
年

に
は

石
川
徹
氏

は
さ
ら

に
恵
庭
市

に
存
在
す
る
擦
文
交

化
期

の
住
居
肚

の
知
見
を
追
加
し
、
報

告
を
行

な

っ
て
い
る
(
註

46
)
。
恵
庭
市

に
存
在
す
る
遺
跡
は

年
代
的

に
は
縄
文
文

化
早
期

か
ら

同

前

期
、

中

期
、
後
期
、
晩
期
を
経

て
、
続
縄
文
文

化
期
、
擦

文
文
化
期

に
お
よ
ん
で
い
る
。
な
お
目
下

の
調
査

で
は
、
先
土
器
文

化

の
遺
跡

は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
(
「
先
史
文

化

の
変

遷
」
参
照
)
。
し
か
し
本
地

域
に
は
大
規
模

の
遺
跡

が
多
く
、
ま
た
未
調
綱

の

地
域
も
あ
る

の
で
、
将
来
は
も

っ
と
多
く
の
遺
跡

が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
多

い
。

地
理
的

に
恵
庭
市

に
隣
接
す

る
千
歳
市

に
も
、

恵
庭
市
と
同
様

に
多
く

の
遺
跡

の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
。
昭
和
三
十

八
年
か
ら
同
四
十

一
年

の
四
力

年
に
わ
た
り
、
市

内

に
存
在
す

る
主
要
遺

跡
の
調

査
が
行
わ
れ
た
が
(
註

47
)
、
そ

れ
に
よ
る
と
千
歳

川
流
域

に
は
蘭
越
、
千
歳
神
社
チ
ヤ
シ
、
ウ
サ
ク

マ
イ
、
末
広
高
台
、
根
志
越
の
各
遺
跡
。
長
都
沼

周
辺

に
は
祝
梅

A
、

丸
子
山
、

キ
ウ
ス
、

極

楽

寺
、
釜
加

の
各
遺
跡
。
長
都

川
流
域

に
は
都

、
長

都
、
上
長
都
、
北
信
濃

の
各
遺
跡
。
祝
梅
川
流
域

に
は
祝
梅

B
遺
跡
。
美

々
川
流
域

に
は

美

々
貝

塚
。
安
平
川
流
域

に
は
駒

の
里
遺
跡
が
分
布

し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
比
較

的
大
規
模
な
遺
跡
が

十
七

ヵ
所
を
算
え
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
年
代
的

に
は
恵
庭
市
な
ど
と
同
様

に
、
縄
文
文
化
の
早
期

に
始
ま
り
、
縄
文
文
化

の
全
期
間
と
続
縄
文
文
化

期
、
擦
文
文
化
期
お
よ
び

ア
イ

ヌ
文
化
期

の
各
年

代

に
わ
た

っ
て
い
る
。
ま
た
美

々
貝
塚

に
つ
い
て

は
、
松
下

亘
氏
ら

に
よ

っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
、

詳
細
な
報
告
が
行
な
わ
れ
て

い
る
(
註
48
)
。
な
お

本
地
域
も
恵
庭
市
と
ま

っ
た
く
同
様

な
地
勢
を
示

し
、
未
調
査

の
地
域
も
あ
る
の
で
、
将
来

は
も

つ

と
多
く

の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
強

い
。

恵
庭
市
、
広
島

町
お
よ
び
そ

の
周
辺
に
当
る
長

沼
町
、
由
仁
町
、
千
歳
市

に
存

在
す
る
遺
跡

の
立

地
条
件

は
段
丘
上

に
は
縄
文
文

化
早
期
、
前
期
、

中
期

の
遺
跡
が
分
布
し
、
低
地
帯

に
は
縄
文
文
化

後
期
-
晩
期
と
そ
れ
以
降

の
続
縄
文
文
化
期
、
擦

文
文
化
期
、

ア
イ

ヌ
文
化
期

の
年
代
の
遺
跡
が
分

布
し

て
い
る
。
(
「先
史
文
化

の
変

遷
」
参
照
)
。

こ

の
状
態

は
先
述
し
た
江
別
市

、
お
よ
び
そ

の
周
辺

に
存
在
す
る
遺
跡

の
立
地
状
態

と
、
ま

っ
た
く
同

様

で
あ

る
。
恵
庭
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
現
在
ま

で
に
判
明
し
て

い
る
遺
跡

の
種

類
は
、
竪
穴
住
居

趾
、
墳
墓
、
砦
(
チ
ヤ
シ
)
、
環
状
土
簾

、
貝
塚
な

ど

で
あ

る
が
、
そ
れ
ら

の
う
ち
環
状
土
簾
、

チ
ヤ

シ
に
囲
ま
れ
た
竪
穴
な
ど
は
、
北
海
道

の
他

の
地

域

に
は
稀
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
本

地
域

の
遺
跡

の
規
模

は
概
し
て
大
規
模
で
、
竪
穴
な
ど
も
十
数

コ
群
在
し
て

い
る
と

こ
ろ
も
見

ら
れ
る
。

な

お
本
地
域
か
ら
発
掘
ま
た
は
採
集
さ
れ
た
遺

物
は
、
恵
庭
市
教
育
委
員
会

、
千

歳
市
教
育
委
員

会

で
は
各
所
属

の
資
料
室

、
長
沼

町
、
由
仁
町
、

広
島
町

で
も
そ
れ
ぞ
れ
教
育
委
員
会

の
管
理

の
許

に
保
管
さ
れ
、
展

示
さ
れ
て

い
る
。

(
註

38
)
後
藤
寿

一

胆
振
国
千
歳
郡
恵
庭
村

の

遺
跡

に

つ
い
て

考
古
学
雑
誌

二
十
四
巻

二
号

昭
和
九
年
二
月
。

河
野
広
道

胆
振
国
千
歳
村
火

山
灰
ド

の
竪
穴
遺
跡

人
類
学
雑
誌

四
十
七
巻

五
号

昭
和
七
年

五
月

(
註
39
)
酒
井
喜
重

.
後
藤
寿

一
ら

郷
土
研
究

広
島
村

一
号

昭
和

四
十
二
年

一
月

(
註
40
)
斎
藤

征
二
郎

長
沼
町
幌
内
出
土

の
土

製
品

黒
曜
石

四
号

昭
和

三
十
四
年

五
月
。

札
幌
市
西
高
等

学
校
郷
土
研
究
部

長
沼
町
幌
内

タ
ソ
ネ

ト
ウ
遺
跡
概

報

郷
土
の
科
学

二
十
六

号

昭
和
三
十
四
年

十
二
月
。
斎
藤
徳
太
郎

.
野

村
崇
ら

長
沼
町
幌
内
堂
林
遺
跡
調
査
概
要

郷

土

の
文
化
財

一
号

昭
和
三
十
七
年
三
月
。
野

村
崇

馬
追
丘
陵
発
見

の
三
個

の
土
器

北
海
道

考
古
学

三
輯

昭
和

四
十
二
年
三
月

(
註
41
)
野
村
崇

長
沼
町
先
史
時
代
史

長
沼

町
史

昭
和

三
十
七
年

九
月

(
註

42
)
野
村
崇

・
宇
田
川
洋

長
沼
町
幌
内
堂

林
遺
跡
調
査
報
告

昭
和
四
十
二
年
三
月

(
註

43
)
註
40

野
村
崇

馬
追
丘
陵
発
見

の
三

個

の
土
器

(
註

44
)
野
村
崇

・
宇
田
川
洋

由
仁
町

の
先
史

遺
跡

昭
和
四
十
四
年
三
月

(
註

45
)
大
場

利
夫

・
石
川
徹

恵
庭
遺
跡

昭

和
四
十

一
年
七
月

(
註
46
)
石
川
徹

恵
庭
及
び
千
歳

に
存

在
す

る

擦
文
文
化
期

の
住
居
肚

北
海
道
考
古

学

一
輯

昭
和
四
十
年

二
月

(
註
47
)
大
場

利
夫

・
石
川
徹

千
歳

遺
跡

昭

和
四
十
二
年

三
月

(
註
48
)
松
下

亘

・
近
堂
祐
弘

・
米
村
哲
英

・
君

軒
ノ彦

・
本
田
栄
作

・
藤
村
久
和

美

々
貝
塚

(
千
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歳
遺
跡
別
刷
)

昭
和
四
十
二
年

三
月
。
松
下

亘

・

武
井
時
紀

君
サ
彦

美

々
貝
塚

北
海

道
の
交

化

六
号

昭

和
三
十
九
年

三
月

⑤

小
樽
市
、
余
市
町
お
よ
び
そ
の
周
辺

小
樽
市

は
石
狩
湾

に
臨
ん
で
位
置
し
、
全
市
町

は
積
丹
半
島

の
基
根
部

に
位
置
し
て
お
り
、
両
者

と
も
日
本
海

に
北
面
し
て

い
る
が
、

い
ず

れ
も
地

理
的

に
は
漁
携
上

、
交
易
上

の
要
衝
と
考

え
ら
れ

る
地
域
を
占
め
て

い
る
。
お
そ
ら
先
住
民
族

に
と

余 市 町 フ ゴ ッ ペ 遺 跡

(洞窟内部 の壁面 に古代彫刻が残 ってい る)

っ
て
は
、
海
産

に
恵

ま
れ
、

一
方
、
海
路
を
経
て

交
易

も
行
な
わ
れ
た
絶
好
な
場
所

で
あ

っ
た
よ
う

に
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
証
明
す

る
よ
う

に
、
小

樽
市

か
ら
余
市
町
に
か
け
た
海
岸
段

丘
上
な
ら
び

に
河
川

の
流
域

に
は
、
縄
文
文
化
期
-
続
縄
文
文

化
期
、
擦
文
文
化
期

の
遺
跡
が
数
多
く
分
布
し
て

い
る
。
本
地
域

に
見

ら
れ
る
遺
跡

の
中

に
は
、
北

海
道
内

で
は
類
例
の
な

い
種
類

の
遺
跡
が
存
在
し

て

い
る
。
す
な
わ
ち
小
樽
市
手
宮
な
ら

び
に
余
市

町

フ
ゴ

ッ
ペ
に
存
在
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「
古
代
文

(重要遺跡 の付近 に建物が立 った悪例。矢印が フゴッペ洞窟)

字
L
と

い
わ
れ
る
岩
壁
彫
刻
、
小
樽

・
余
市
付
近

に
の
み
濃
厚

に
分
布

す

る
巨
石
文
化
、
す
な
わ
ち
環
状

列
石

(
ス
ト

ー
ン

・
サ
ー
ク
ル
)
と
、
そ

の
他

の
積

石
遺
構
な
ど
で
あ
る
。

小
樽
市

な
ら
び
に
余
市

町

に
存

在

す
る
遺
跡
は
、
北
海
道

で
は
最

も
早

く
注
目
さ
れ
た
遺
跡
で
あ

る
。
明
治

十
年
か
ら
同
二
十

一
年
ま
で
札
幌
農

学
校
教
授

と
し
て
奉
職
し
た
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
P

・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
、
明
治

十

一
年

小
樽

の
手
宮
貝
塚
を
発
掘
し

て

一
コ
の
壷
形
土
器
を
え
て
い
る
。

同
年
七
月

、
北
海
道
を
旅
行

し
て
い

た

エ
ド

ワ
ー
ド

・
S

・
モ
ー

ル
ス
が

七
月

二
十
五
日
小
樽

に
到
著
し
、

こ

こ
の
貝
塚
で
標
本
を
集

め
て
札
幌

に

入
り
、
ブ

ル
ッ
ク
ス
教
授
を
訪

ね
て

教
授

が
先

に
集

め
た
資
料
を
見

て
、
そ

の
中

に
羊

宮
貝
塚

か
ら
出
土
し
た
土
器
の
あ
る
こ
と
を
知

っ

た
が
、
後

に
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
そ

の
日
そ
の
日
-

に
、そ

の
と
き

の
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
(
註
49
)
.

北
海
道

の
現
地

で
、
先
住
民
族

の
遺
物

を
科

学
的

な
視

野
か
ら
観
察
を
行

な

っ
た
の
は
、
ウ

ィ
リ
ア

ム

・
P

・
ブ

ル
ッ
ク
ス
と

エ
ド

ワ
ー
ド

・
S

・
モ

ー
ル

ス
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
北
海
道

に
と

っ
て
は

銘
記
す

べ
き

こ
と

で
あ
る
。

そ

の
ほ
か
小
樽
市

に
は
、
国
際
的
色
彩

の
濃

い

も
う

一
つ
の
出
来
事

が
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る

手
宮
の

「
古
代
文
字
」

で
あ
る
。
手
宮
洞
窟
の
岩

壁
彫
刻

は
、
慶
応
年
間
、
石
工
長
兵
衛
が
石
材
を

求
め
て
付
近
を
試
掘
中

に
発
見

し
た
と
伝
え
ら
れ

て

い
る
が
、
発
見
以
来
、
内
外

の
諸
学
者

が
こ
れ

を
観
察
し
て

い
る
。
中

で
も
明
治
十

二
年
七
月
、

東
京
大
学
雇
教
師
ジ

ョ
ソ
・
・
ミ

ル
ソ
が
、
手
宮

に

来

て
こ
れ
を
模
写
し

て
英
国
協
会

へ
報
告
し

「
先

住

民
族

の
書
き

残
し
た
も

の
に
相
違
な
く
、
支
那

の
古
代
文
字

に
類
似
し
て

い
る
が
、
ま
た
人
物
鳥

獣

の
形

に
も
似
て
い
る
」
と
述

べ
て

い
る
こ
と
で

あ

る
。
そ

の
後

明
治
十
七
年

に
渡

韻
庄
三
郎
氏
、

同
二
十

一
年

に
坪
井
正

五
郎
博
士
、
同
四
十

五
年

に
中
目
覚
氏
、
大
正

二
年

に
は
鳥
居
竜
蔵
博
士
、

同
四
年

に
は
喜

田
貞
吉
博
士
ら
が
観
察
を
行
な

っ

て
い
る
。
本
遺

跡
は
明
治
か
ら
大
正
年
間

に
か
け

て
、
内
外

の
学
者
が
観
察
を
行
な

い
、
お
の
お

の

の
知
見
を
公
表
し
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
学
会

で
は

有
名
な
存
在
と
な

っ
た
(
註
50
)
。
年
代
が
降

っ
て

大
正
末
年

か
ら
昭
和
初
年

に
か
け
て
は
、
札
樽
存

住

の
研
究
者
が
再
び
岩
壁
彫
刻
を
研
究
し
て
、
多

く

の
知
見
を
開
陳
し
報
告
し

て
い
る
。
本
稿
は
手

宮
彫
刻
に

つ
い
て
論
ず

る
こ
と
が
目
的

で
な

い
の

で
、
大
正

か
ら
昭
和

に
か
け

て
公
表
さ
れ
た
主
要

な
文
献
を
参
考
ま
で
に
あ
げ

て
お
く
に
と
ど
め
る

(
註
51
)
。

手
宮
岩
壁
彫
刻

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究

が

見
ら
れ
る
が
、
小
樽
市
内

に
存
在
し
て
い
る
遺
跡
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、

に
つ
い
て
の
報
告
書
も
、
札

幌
市

お
よ
び
そ

の
他

の
地
域

に
比
べ
れ
ば
か
な
り
多

い
(註

52
)
。
な

お

余
市
町

に
存
在
す
る
遺
跡

に

つ
い
て
も
、
同
様

に

比
較
的
多

い
。
昭
和

二
十
年
以
降
、
小
樽
市
な
ら

び

に
余
市

町
に
存
在
す

る
遺
跡

は
、
他
に
類
例

の

な

い
種
類

の
遺
跡

で
あ

る
こ
と

に
よ
り
再
び
学
会

の
注
目
を
浴

び
、
さ
ら

に
多
く

の
研
究
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
に
主
要
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、

小
樽
市
全
域

に
つ
い
て
の
概

要
に

つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
三
年

に
河
野
広
道
博

士
の
調
査
報
告
書
が

あ
る
(
註

54
)
、
そ
れ
に
よ
る
と
市
内

に
は
八
十
五

ヵ
所

の
遺
跡

の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ

の

ほ
か
で
は
峰
山
巌
氏

の
新
光
寺
盛
土
塚
の
発
掘
調

査
報
告
書
(
註

55
)
、
名
取
武
光

・
松

下
亘
氏

の
桃

内
遺
跡
発
掘
調
査
書

(
註
56
)
が
あ

る
が
、
出
土

遺
物

に
つ
い
て
は
畠

山
三
郎
氏

の
報
告
書
(
註
57
)

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

余

市
町
に
存
在
す

る
遺
跡

に
つ
い
て
は
、
昭
和

二
十
七
年

に
佐

々
木
敏
勝
氏

の
概
要
報
告
書

(
註

58
)
が
あ
る
。

つ
づ

い
て
同
三
十
四
年

に
は
、
峰

山
巌
氏

の
ヌ
ッ
チ
川
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
、
同

三
十
七
年

に
は
木

村
台
地
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

(
註

59
)
が
見
ら

れ
る
。
ま
た

こ
れ
ら
の
報
告
書

に
前
後
し
て
、
名
取
武
光

・
峰
山
巌
氏
に
よ

っ
て

大
川
遺
跡
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
、
報
告
書
が
出

ざ

れ
て
い
る
(
註

60
)
。
し
ば
し
ば
記
述
し
た
よ
う
に

小
樽
市
な
ら
び

に
余
市

町
周

辺
に
は
、
他
の
地
域

で
は
見
ら
れ
な
い
巨
石
文
化

の
遺
構
、
す
な
わ
ち

環
状
列
石
を
始

め
各
種

の
積
石
遺
構
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
う

ち
環
状
列
石
に
つ
い
て
は
昭
和

二
十

四
年
か
ら
数
年

に
わ
た

っ
て
、
東
京
大
学
文

学
部

考

古
学
研
究
室

・
駒

井
和
愛
博
士
を
中
心
と
し
て

調
査

が
行
な
わ
れ
て
い
る
(
註
61
)
。
ま
た
こ
れ
と

は
別

に
河
野
広
道
博
士

の
調
査

(
註
62
)
も
あ

っ

て
、
環
状
列
石
に
つ
い
て
は
次
第

に
明
ら

か
に
な

っ
て
き
て

い
る
。
ま
た

こ
れ
と
は
異
な

っ
た
積
石

遺
構

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十

一
年

に
名
取
武
光

氏
ら
の
調
査
が
あ
り
、
同
三
十
八
年

に
は
高
倉
新

一
郎
博
士
、
大
場
利
夫
ら
が
調
査
行

っ
て
い
る
が

(
註

63
)
、
ま
だ
遺
構

の
性
格

に
つ
い
て
は
不
明
な

こ
と
が
多

い
。

昭
和

二
十
五
年
十

二
月
、
余
市
町

フ
ゴ

ッ
ペ
丸

山

の
小
丘
で
、
ま
だ
土
中
に
埋
没
し
て

い
た
洞
窟

が
発

見
さ
れ
、
そ

の
岩
壁

に
彫
刻
が

発

見

さ

れ

た
。

こ
の
彫
刻
が
前
述
し
た
小
樽
市

手
宮
洞
窟

の

壁

面
の
、

い
わ
ゆ
る
古
代
文
字

と
同
種
類

の
も

の

で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
改

め
て
手
宮
彫
刻

の
信

実

性
と
そ
の
価
値
が
証
明
さ
れ
る

結

果

に

な

っ

た
。
し
た
が

っ
て
、
先
に
手
宮
彫
刻
偽
作
説

を
称

え
た
研
究
者
も
あ

っ
た
が
(
註

64
)
、
本

彫
刻
は
偽

作

で
な

い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

昭
和

二
十
六
年
八
月
、
名
取
武
光
氏
が
団
長

に

な

っ
て
、

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟

の
調
査
が
行
な
わ
れ
、

多
く

の
知
見
を

え
て
い
る
。
本
稿
は

こ
れ
を
論
ず

る
こ
と
が
目
的

で
な

い
の
で
、
参
考
ま
で

に
こ
れ

に
関
連
し
た
文
献

を
あ
げ

て
お
く

に

と

ど

め

る

(
註
65
)
。
昭
和
三
十

二
年
以
来
、
名
取
武
光

・
松

下
亘
氏
ら
は
余
市

郡
赤
井

川
村
曲
川

に
お
い
て
、

先
土
器
文

化

の
遺
跡
を
発
見
し
て
発
掘
調
査
を
行

な

っ
て

い
る
が
(
註
66
)
、
さ
ら

に
松
下
亘
氏
は
余

市
川
上

流
に
お
い
て
も
、
先
土
器
文
化

の
遺

跡
の

発
掘
調
査
を
行
な

い
、
報
告
書

を
公
表
し
て
い
る

(
註
67
)
。

以
上

に
あ
げ
た
報

告
書

に
よ

っ
て
、
小
樽
市
な

ら
び
に
余
市
町
、
お
よ
び
そ

の
周
辺

に
お
け

る
遺

跡

に
つ
い
て
総

括
す

れ
ば
、
現
在
確
認
で
き
る
遺

跡
は
、
小
樽
市

で
約
百

五
十

ヵ
所
、
余
市
町
で
は

約
三
十
ヵ
所
を
算
え
る

こ
と
が
で
き

る
。
小
樽
、

余
市
地
帯

は
先
述
し
た
札
幌

地
域
、
石
狩

・
手
稲

地
域
、
江
別
地
域
、
恵
庭

・
広
島
地
域
で
は
見
ら

れ
な

い
岩
壁
彫
刻
、
環
状
列
石
、
積
石
遺
構
と

い

っ
た
特
異
な
遺
跡
が
存
在
し

て
い
て
注
目
さ
れ
る

地
域
で
あ
る
。
な

お
岩
壁
彫
刻
は
目
下

の
と

こ
ろ

小
樽
市
、
余
市
町

の
ほ
か
は
、
本
州
を

ふ
く
め
た

日
本

国
内

で
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く

北
方
大
陸

か
ら

の
波
及
に
よ
る
文
化
遺
産

で
あ

る

.

よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
環
状
列

石
は
小
樽
市
、
余
市

町
の
地
域

の

ほ
か
で
は
、
北
部

で
は
音
江
町
、
南
部

で
は
狩
太

町
、
函
館
市
日
吉
町

に
分
布

し
、
本
州

で
は
秋

田

県

大
湯
町

に
分
布
し
て

い
る
が
、
本
遺
構

も
分
布

が
限
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
積
石
遺
構

に
つ
い
て

は
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
研
究

が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で

不
明

の
こ
と
が
多

い
。

小
樽
市
な
ら
び
に
余
市

町
に
存
在
す
る
遺
構

の

形
成
年
代
を
見

る
と
、
ま
ず
余
市
川
上
流
地
域

に

は
先
土
器
文
化

(
旧
石
器
文
化
)

の
年
代
の
遺
跡

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
。
そ

の
他

で
は
、
縄
文
文
化
早
期

の
年
代
か
ら
同
前
期
、
同

中
期

、
同
後
期
、
同
晩
期

の
遺
跡

が
存
在
し
、
さ

ら
に
そ
れ
以
降
続
縄
文
文
化
期
、
擦
文
文
化
期
、

ア
イ

ヌ
文
化
期

に
い
た

る
各
年
代

の
遺
跡
が
存
在

し

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
本

地
域

に
は
、
数
万
年

も
以
前

か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
年
代
ま
で
の
、
数
万

年
間

に
わ
た

っ
て
先
住
民
族
が
居
住
し
て
い
た
と

い
う

こ
と
が
で
き
る

(
「
先
史
文

化
の
変
遷
」

参

照
)
。

本
地
域
に
存
在
し

て
い
る
遺
跡

の
種

類
に

つ
い
て
は
前
述
し
た

ご
と
く
で
あ
る
が
、
洞
窟
遺

跡
、
巨
石
記
念
物
な
ど

の
遺
構

は
、
精
密

に
調
査

を
行
な
え
ば
本
地
域

の
山
陵
地
帯
、
海
岸

地
帯

に

ま
だ
埋
没
し
て
存
在
し
て
い
る
可
能
性

が
多

い
。

小
樽
市
お
よ
び
余
市
町
か
ら
出
土
し
た
遺
物

は
、

主
と
し
て
小
樽
市
立
博
物
館
、
余
市

町
立
資
料
館

に
そ
れ
ぞ
れ
保
管
展

示
さ
れ
て

い
る
。

(
註
49
)
E

.
S

・
モ
ー
ル
ス

日
本
そ

の
日
そ

の
日

大
正
六
年
。
石
川
欣

一
訳

日
本
そ

の
日

そ

の
日

昭
和

四
年
。
大
場
利
夫

モ
ー
ル
ス
先

生

と
北
海
道

葦
牙

七
号

昭
和
三
十
年

七
月

(
註

50
)
大
場
利
夫

古
代
文
字

は
ま
な
す

八
三
号

昭
和

二
十
八
年

二
月

(
註
51
)
中
目
覚

小
樽

の
古
代
文
字

大
正
十

五
年

八
月
。
寺
田
貞
次

手
宮

古
代
文
字

大
正

十
五
年
八
月
。
喜

田
貞
吉

北
海
道
手
宮
洞
窟
内

40



の
彫
刻

に

つ
い
て

東
北
交
化
研
究

一
巻

六
号

昭
和
四
年
。
新
岡
武
彦

北
海
道
古
代
文
字
研
究

北
海
道
帝
大
新

聞

昭
和
五
年
四
月
。

五
十
嵐
鉄

手
宮

古
代
交
字

の
変
遷

究
古

ニ
ノ

一

昭
和

五
年

一
月
。
太

田
岩
太
郎

小
樽
手
宮
古
代
交
字

に

つ
い

て

北
方
時
代

一

昭
和
五
年

十

一
月
。

西

田
彰

三

北
海
道

の
古
代
文
字

北
海
道
郷
土

史
研
究

昭
和
七
年
六
月
。
樋

口
忠
次
郎

手
宮

古
代
文
字

に

つ
い
て

北
倶

ニ
ノ
七
。
後
藤
寿

一

後
志
国
小
樽
市
手
宮

の
遺
跡

に

つ
い
て

考

古
学
雑
誌

二
十
八
巻

十
二
号

昭
和
十
三
年

十

二
月
。
朝
枝
文
裕

手
宮
之
古
代
交
字

昭
和
二

十
三
年

七
月

(
註

52
)
阿
部
正
己

石
器
時
代

の
小
樽

人
類

学
雑
誌

三
十
五
巻

八
～
十
号

大
正
九
年

八
～

十
月
。
室
谷
精

四
郎

小
樽
西
部

の
遺
物
遺
跡

東

北
文
化
研
究

一
巻
六
号

昭
和
四
年

三
月
。

五
十
嵐
鉄

小
樽
市
及

び
そ

の
附
近
出
土

の
石
鍛

研
究

究
古

一
ノ
ニ

昭
和
五
年

五
月

(
註

53
)

西
崎

正
典

釜
部
村
出

土
の
珍

し
い
遣

物

究
古

一
ノ
四

昭
和
五
年

七
月
。
山
岸
礼

三
北
海

道
余
市
貝
塚

に
お
け
る
土

石
器
の
考
察

昭
和
九
年

二
月
。
五
十
嵐

鉄

大
谷
地
貝
塚
之
層

位

的
研
究

昭
和
九
年

二
月

・
同
十
年
十

一
月
。

松
下
亘

蕎
部
貝
塚

の
研
究

昭
和
十
六
年
三
月

(
註

54
)
河
野
広
道

小
樽
附
近

の
先
史
時
代

小
樽
市
史

昭
和
三
十
三
年

二
月

(
註

55
)
峰
山
巌

小
樽
市
新
光
町
盛
土
塚
調
査

概

報

昭
和
三
十
三
年
三
刀

(
註

56
)
名
取
武
光

・
松
下
亘

桃
内
遺
跡

北

方
文
化

研
究
報
告

十
九
輯

昭
和
三
十
九
年
六

月
(
註

57
)
畠

山
三
郎

小
樽
市
忍
路

町
の

○
冨
ロ
ω

形
石
器

北
海
道
学
芸
大
学
考
古
学
研
究
会
連
絡

紙

九
号

昭
和
三
十
三
年
九
月
。

同

小
樽
市

塩
谷
町

の

○
冨
5
ω
形

石
器

同
誌
二
〇
号

昭
和

三
十
四
年

一
月
。

同

北
海
道
忍
路
出
土

の
特
異

な
土
製
品
に

つ
い
て

ウ
タ

リ

ニ
ノ
四

昭
和

三
十
四
年

五
月

(
註

58
)
佐

々
木
敏
勝

余
市

町
に
お
け

る
先
史

遺
跡
に

つ
い
て

よ
い
ち

ニ
ノ
十

二

昭
和
二

十
七
年

九
月

(
註

59
)
峰
山
巌

ヌ
ッ
チ
川
遺
跡

郷
土
研
究

一
号

昭
和
三
十
四
年

一
月
。
同

木
村
台
地

郷
土
研
究

五
号

昭
和
三
十
七
年
三
月

(
註

60
)
名
取
武
光

・
峰

山
巌

大
川
遺
跡

郷

土
研
究

四
号

昭
和
三
十
六
年
十
月

(
註

61
)
駒
井
和
愛

日
本

に
お
け
る
巨
石
記
念

物

考
古
学
雑
誌

三
十
六
巻

二
号

昭
和
二
十

五
年
七
月
。

同
三
十
七
巻

一
号

昭
和
二
十
六
年

一
月
。
同
三
巻

一
号

昭
和

ご
十
七
年

一
月
。

同

三
十
八
巻

五
六
号

昭
和

三
十
八
年

五
～

六
月
。

駒
井
和
愛

余
市

付
近

の
ス
ト
ー
ソ

・
サ
ー
ク
ル

と
環
状
列

石
墓
其

の
他

余
市

昭
和

二
十
八
年

十

一
月
。

同

音

江
i
北
海
道
環
状
列

石
の
研
究

昭
和
三
十
四
年

(
註
62
)
河
野
広

道

北
海
道

の
ス
ト
ー
ソ

・
サ

ー
ク
ル
と
環
状

石
離

人

・
民

大
会
抄
録

昭
和

二
十
九
年

十
月
。
名
取
武
光

・
峰

山
巌

小
樽
市

張

碓
遺
跡

昭
和

三
十
四
年
三
月
。
畠

山
三
郎
太

小
樽
市

の
ス
ト
ー
ソ

・
サ

ー
ク
ル
遺
跡

昭
和
三

十
四
年

三
月
。
峰
山
巌

・
久
保

武
夫

西
崎
山

郷
土
研
究

七
号

昭
和
四
十
年
四
月

(
註

63
)
名
取
武
光

シ
リ
パ
山

の
積

石

北
海

道
新
聞

昭
和

三
十

一
年
八
月
七
日
。
大
崎
山
調

査
団

余
市
町
大
崎
山
遺
跡
予
備
調
査
概
要

北

海
道

の
文
化

四
号

昭
和
三
十
八
年
九
月
。
高

倉
新

一
郎

・
大
場
利
夫

余

市
町
大
崎
山
遺
跡
に

つ
い
て

北
方
文
化
研
究
報
告

二
十
輯

昭
和

四
十
年

十
二
月

(
註

64
)
違
星
北
斗

疑
う

べ
き

フ
ゴ

ッ
ペ
の
遺

跡

コ
タ
ソ

昭
和
五
年

五
月
。
関
場
不
二
彦

手
宮
土
壁

の
所
謂
古
代
文
字

蝦
夷
往
来

一
号

昭
和
六
年

一
月

(
註

65
)
名
取
武
光

北
海

道

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

の

発
掘

民
族
学
研
究

十
六
巻

二
号

昭
和
二
十

六
年

九
月
。
名
取
武
光

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟
彫
刻
の

意
義

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

昭
和

二
十

八
年
八
月
。
名

取
武
光

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

の
発
掘

同
。
護
雅
夫

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟
文
化

と
旧
大
陸
文
化

同
,
服
部

健

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

の
彫
刻
。
名
取
武
光

・
護
雅

夫

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

昭
和
二
十
八
年
十

一
月
。

護
雅
夫

シ
ベ
リ
ヤ
岩
壁
画
と
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
彫

刻

北
方
文
化
研
究
報
告

九
輯

昭
和
二
十
九

年

三
月
。
名
取
武
光

手
宮
彫
刻

の
新
研
究
北
海

道
地
方
史
研
究

十
三
号

昭
和
三
十
年

二
月
。

同

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟

郷
土

の
科
学

十
九
号

昭
和
三
十
三
年

一
月

(
註
66
)
名
取
武
光

・
松
下
亘

余
市
郡
赤
井
川

村
曲
川
遺
跡
調
査
報
告

一
ー

二

北
方
文
化
研

究
報
告

十
四
輯

昭
和

三
十
四
年

三
月
。
十
六

輯

昭
和
三
十
六
年
三
月

(
註
67
)
松
下
亘

余
市
川
上
流
に
お
け
る
無
土

器
文
化

ウ
タ
リ

ニ
巻
十
号

昭
和

三
十
四
年

十
月

札
樽
地
域
に
お
け
る
遺
跡
の
保
護

人
間

が
安
住

で
き
る
基

本
的

な
条
件
と
し
て
、

住
居
が
立
地
上
危
険

の
な

い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
、
飲
み
水
と
日
光
が
え
ら
れ
、
食
料

も

え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
が

漁
携

、
狩
猟

に
徹
し
た
古
代
人

に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
諸
条
件
を
満
た
し
う
る
場
所
と
し

て
、
海

湾
、

河
口
、
河
川

の
流
域

ま
た
は
海
岸
段
丘
、
河

岸
段

丘
が
選
ば
れ
、
常
食

と
す

る
魚
族
、
ま
た
は

動
物

を
比
較
的
容
易

に
捕
獲

で
き

る
場
所
が
選
択

さ
れ
た

の
は
当
然
と

い
え
る
。

札
樽
地
域

に
存
在
す
る
遺
跡

の
分
布
状
態
を
見

る
と
、

い
ず

こ
も
こ
う
し
た
条
件

の
満
た
さ
れ
た

自
然
環
境
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た

が

っ
て
こ
う
し
た
条
件
の
備
わ

っ
た
場
所
に
は
、

ど

こ
に
も
遺
跡

が
形
成
さ
れ
残
存
し
て
い
る
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
年
代
に
よ

っ
て
地

理
的
な
変

遷
が
あ

っ
た
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代

の

地
勢
を
基
礎

に
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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札
樽
地
域

に
お
い
て
は
、
縄
文
文
化
早
期
ー
前

期
-
中
期
と
、
同
後
期
-

晩
期
i
続
縄
文
文

化
期

-
擦
文
文
化
期
と

に
よ

っ
て
、
遺
跡

の
立
地
条
件

が
異
な

っ
て

い
る
の
は
、
い
わ
ゆ

る
石
狩
低
地
帯

の
地
勢

の
変

遷

に
起
因
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

に
は
縄
文
文
化
後
期
-
晩
期
お
よ
び
続
縄
文
文
化

期
、
擦
文
文
化
期
、

ア
イ

ヌ
文

化
期

の
年
代

の
遺

跡
が
分
布
し

て
い
る
。
こ
れ
は
低
地
帯
が
、
縄
文

文
化
後
期
以
前
は
海
ま
た
は
湿
地
で
人
間
が
住
め

ず
、
後
期
以
降
は
低

地
帯

が
陸
化

し
て
、
人
間

が

す
な
わ
ち
、

日
本
海
岸

の
石
狩
よ
り
札
幌
i
江
別

ー
恵
庭
-
千

歳
を
経

て
、
太
平
洋
岸

の
苫

小
牧

に

い
た
る

一
帯

の
遺
跡

の
分
布
状
態

は
、
高
位
、
中

位
、
低
位

の
段
丘
上

に
は
縄
文
文

化
早
期
-
前
期

-
中
期

ま
で
の
年

代
の
遺
跡
が
分
布

し
、
低
地
帯

札 幌 市 天 神 山 遺 跡

(神 社境 内のため に保護 されている例)

住
め
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と

に
起

因
し
て

い
る
。

遺
跡

は
、
わ
れ
わ
れ

の
祖
先

の

生
活

の
跡

で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ

の

歴
史

を
正
確

に
知
る
た
め
に
は
、

遺
跡

の
調
査
以
外

に
は
手
段
が
な

い
。
し
た
が

っ
て
わ
れ
ら

に
と

っ

て
は
、

か
け
が

い
の
な

い
貴
重
な

も

の
と

い
え
よ
う
。
し

か
も
、
先

住
民
族

の
遺
跡
は
必
ず
し
も
多
数

残
存
し

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な

い
の
で
、
遺
跡

と
確
認
さ
れ
た

場
合

に
は
極
力
こ
れ
を
保
護
す
べ

ぎ
で
あ
る
。
ま
た
近
年
、
開
発

に

よ

っ
て
遺
跡

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と

が
多

い
。
中

に
は
遺
跡
地
帯

と
知

り
な
が
ら
こ
れ
を

破

壊

し

て
、

「
緊
急
発
掘
」
と

い

っ
た
名
目

で

遺
跡

の
破
壊
を
正
当
化
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
が
、
緊
急
発
掘

は
遺
跡
保
護

の
本
旨
で
な

い
の

で
、
な

る
べ
く
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

遺
跡
は
常

に
土
中
深
く

埋
没
し
て
存

在
し

て
い

る
の
で
、
地
上

か
ら

こ
れ
を
確
認
で
き
な

い
場
合

が
多

い
の
で
、
遺
跡

の
保
護

は
い
う

べ
く
し
て
最

難
事
で
あ

る
。
札
樽
地
域

で
は
石
狩
、
野
幌
大
麻

付
近
、
恵
庭
、
千
歳
各

地
域

の
未
開
拓
地

に
は
、

ま
だ
多
く

の
遺
跡
が
存

在
し

て
い
る
可
能
性

が
多

い
。
ま
た
小
樽
、
余
市

地
域

に
も
山
陵
、
海
岸
線

な
ど
に
洞
穴
、
巨
石
記
念
物
と

い

っ
た
特
異

な
遺

跡

が
埋
没
し
て
存
在
し

て
い
る
可
能
性

が
多

い
。

現
在
札
樽
地
域

の
遺
跡

の
中
に
は
そ
の
学
術
価

値
が
認
め
ら
れ
て
、
市
町
村
ま
た
は
道
ま
た

は
国

の
文
化
財
と
と
し
て
指
定
を
受
け
、
保
護
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
国
指
定
史
跡
と
し

て
は
、
手
宮
洞
窟
、

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟
、
忍
路
環
状

列
石
が
あ
り
、
道
指
定
史
跡

と
し
て
は
、
地
鎮
山

巨
石
記
念
物
、
西
崎
山

ス
ト
ー
》

・
サ
ー
ク
ル
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
未
指
定

の
遺
跡

で
も
、
遺

跡
の

重
要
さ
を

予
想
し
て
保
護
さ
れ

て
い
る
例
と
し
て

は
、

野
幌
大
麻
団
地
内
遺
跡
、
恵
庭
公
園
遺
跡
な

ど
が
あ

る
。
ま
た
神

社
、
仏
閣

の
敷
地
内
で
あ
る

た
め
に
、
か
ろ
う
じ
て
残
存
し
て

い
る
例
と
し
て

は
、
千
歳
市
千
歳
神
社

チ

ャ
シ
、
札

幌
市

天
神
山

が
あ

る
。
な
お
小
規
模
な
が
ら
昔
時

の
ま
ま
で
保

護
さ
れ

て
い
る
例
と
し
て
、
北
海
道

大
学
付
属
植

物

園
内

に
続
縄
文
文
化
期

の
竪
穴

住
居
堆
が
見
ら

れ
る
。

以
上

に
あ
げ
た
余
市

フ
ゴ

ッ
ペ
洞

窟
、

地

鎮

山
、

西
崎
山
、

恵
庭
公
園
、

千

歳
神
社
、

天
神

社
、
植
物

園
な
ど
の
諸
遺
跡
は
、
幸

い
昔

の
ま
ま

の
環
境
を
維
持

し
、
自
然
と
の
調
和
を
保

っ
て
、

先
住
民
族
が
生
活
し
た
昔
時
を
推
察
で
き

る
。

最
近
、
遺
跡
保
護
上
惜
ま
れ
る
例
と
し
て
は
、

余
市

町

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟
遺
跡

の
す
ぐ
そ
ば

五
百

m

の
地
点

に
、
衛
生
施

設
組
合
衛
生

セ
ソ
タ
ー
な
る

大
き
な
建
物
が
立
て
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
世
界

的

に
学
術
価
値

の
高
い
本
洞
窟

の
、
自
然
景
観
を

著
し
く
損
ね
た

こ
と
は
、
ま

こ
と

に
残
念

と
い
わ

ざ

る
を
え
な

い
。
な
お

フ
ゴ

ッ
ペ
洞
窟
の
す

ぐ
そ

ば

に
鉄
道

路
線
が
走

っ
て
お
り
、
日

々
の
振
動

で

壁
面
が
脱
落

し
て
彫
刻
が
剥
離
し

つ
つ
あ
る
。
そ

の
保
護
対
策

と
し
て
、
国
が
専
門
家
を
動
員
し
て

検
討

し
て
い
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
が

一
日
も
早

く
保

護
措
置

が
完
成
す
る
よ
う
願
う

も

の

で

あ

る
。
ま
た
洞
窟

の
す
ぐ
前
に
道
路
が
あ

る
が
、
で

き

れ
ば

ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
重
量
車
は
通
さ
ぬ
よ
う

に
し
て
、
動
揺
を
与
え
ぬ
よ
う

に
注
意
す
べ
き
で

あ

ろ
う
。

第

一
章

の
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
文
化
財
保

護
条
例

の
な

い
市
町
村
に
お
い
て
は
速

か
に
条
例

を

つ
く

る
こ
と
。
文
化
財

の
専
任

の
管
理
者
と
し

て
、
考
古
学
を
専

攻
し
た
学
芸
員
を
採
用
し
て
、

遺
跡

の
発
見

に
努
力
す

る
こ
と
。
文
化
財

に
対
す

る
予
算
を
考
え
る

こ
と
。

こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い

て
当
事
者
は
真
剣

に
考
え
、
そ
し
て
実
行
す

べ
き

時
期

に
き
て

い
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。

(北
大
文
学
部
教
授
)
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